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 Moodleを始める準備 

 

 

１．http://www.setsunan.ac.jp/~center/moodle/を開いて<<Moodle バナー>>

をクリックします。 

 

２．「ユーザー名」と「パスワード」を入力して<<ログイン>>をクリックします。 

教室パソコンやポータルサイトにログインするユーザーIDとパスワードでログインできま

す。

 

http://www.setsunan.ac.jp/~center/moodle/
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Moodleコース、トピック、リソース、活動について、それぞれの役割を解説します。 

１． コース 

コースは科目名やゼミ名などになり、複数の問題やアンケート、教員が用意した資料など

をまとめる大枠のことです。 

 

２． トピック 

トピックは、毎週の講義の順番で「第一回講義」、「第二回講義」や、教科書に基づいて「第

一章」「第二章」のようにまとめる小枠のことです。また、「～～の実験」「～～の証明」など、

テーマ毎に自由にまとめることができます。 

 

３． リソース 

リソースは、教員が写真、ファイル、動画などの資料やレジュメを提示・配布する機能です。 

 

４． 活動 

活動は、学生に課題などを課す機能です。「フィードバック」、「投票」、「チャット」「小テスト」

など多くの種類があります。 

  

コース 

トピック 

活動 

リソース 
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<<移動アイコン>>：このアイコンがついた項目をドラッグ操作で移動します。 

<<編集アイコン>>：このアイコンがついた項目を編集します。 

 <<ファイル追加アイコン>>：このアイコンからアップロードすべきファイルを

選択します。 

 <<タイトル編集アイコン>>：このアイコンがついた項目のタイトルを編集しま

す。 

 <<強調表示アイコン>>：このアイコンがついたトピックを最新強調表示にしま

す。 

 
<<強調表示解除アイコン>>：このアイコンがついた強調表示を解除します。 

 
<<非表示アイコン>>：このアイコンがついた項目を非表示にします。 

 
<<表示アイコン>>：このアイコンがついた項目を表示します。 

 <<矢印アイコン>>：このアイコンがついた項目を表示された方向に移動しま

す。 

 
<<複製アイコン>>：このアイコンがついた項目を複製（コピー）します。 

 
<<削除アイコン>>：このアイコンがついた項目を削除します。 

 
<<ロールアイコン>>：このアイコンがついた項目でのロールを設定します。 
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<<グループ分けアイコン>>：このアイコンがついた項目で、  

グループ設定を変更します。 

（学生や受講者のグループ分けがある場合に使います） 

 

 

 <<回答必須解除アイコン>>：このアイコンがついた<<フィードバック（アンケ

ート）>>設問の回答必須設定を解除します。 

 <<回答必須有効化アイコン>>：このアイコンがついた<<フィードバック（アン

ケート）>>設問の回答必須設定を有効にします。 
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摂南大学Moodleでは、利用者自身がコースを作成する必要があります。 

 

１． Moodleにログインしたあと、「ナビゲーションブロック」のコースをクリックします。 

 

２．①<<摂南大学>>をクリックします。 

② <<コースを作成するキャンパス名>>をクリックします。 
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３．画面最下部の<<新しいコースを作成する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「長いコース名」と「コース省略名」を入力して<<保存して表示する>>ボタンをクリックし

ます。※「コース省略名」は他のコースとの重複ができません。 
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５．コースが作成されました。
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１．<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

２． 左下の「管理ブロック」内の<<設定を編集する>>をクリックします。 
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３．「一般」を設定します。 

①「長いコース名」を適した名前に変更します。入力済みの名前のままでよければ変 

更する必要はありません。 

 ②「コース省略名」を適した名前に変更します。入力済みの名前のままでよければ変 

更する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

・「コースカテゴリ」 

摂南大学：寝屋川、枚方両キャンパスのカテゴリ 

摂南大学/寝屋川キャンパス：寝屋川キャンパスのカテゴリ 

摂南大学/枚方キャンパス：枚方キャンパスのカテゴリ 

摂南大学/ごみ箱：不要なコースを移すためのカテゴリ 

・「可視性」 表示/非表示 

非表示にすると、コースが学生から見えなくなります。 

・「開講日」   

開講する日を指定できます。開講されていない場合、学生はこのコースに入れ

ません。 

・「コース IDナンバー」   

摂南大学Moodleでは利用していません。空白のままにします。 

 

     

  

①  

②  
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４．「説明」を設定します。 

 コース概要に、コースについての説明を入力します。 

 ここで入力されたものは、コース画面の「コース設定ブロック」に表示されます。 

 また、<<サイトホーム>>をクリックして表示されるコース概要にも表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「コース概要ファイル」 

「コース概要」で入力した文章の他に、イメージ（.jpg や.png）を表示させたい

ときにこの欄にドラッグ＆ドロップします。ファイルを選んでアップロードするこ

ともできます。ここにアップロードされたイメージは、「ダッシュボード」をクリッ

クして表示されるコース一覧に表示されます。 
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５．「コースフォーマット」をクリックして設定します。 

 

・「フォーマット」 

単一活動フォーマット：１つの活動やリソースだけが表示されます。 

ソーシャルフォーマット：活動「フォーラム」だけが表示されます。 

トピックフォーマット：複数のトピック毎にセクションが分けられています。 

ウィークリーフォーマット：コースの開講日に指定した日付を初日として、それ以

降 7 日ごとに自動的に日付を増加させたセクションが「トピックを追加する」で

した数だけ追加されます。 

 ・「コースセクションの非表示」 

非表示コースセクションを折りたたんで表示する：トピック名は表示されます。 

非表示のコースセクションを完全に見えなくする：非表示のトピック名も表示さ

れません。 

 ・「コースレイアウト」 

１ページにすべてのセクションを表示する：ページ内にすべてのセクションが表

示されます。  

１ページあたり１セクションを表示する：複数のページに分けて表示します。 
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６．「アピアランス」をクリックして設定します。 

 

・「言語の強制」 

コース内で使用する言語を制限できます。 

強制しない：  

English(en)：英語に強制します。 

日本語(ja)：日本語に強制します。 

簡体中文(zh_cn)：簡体中文に強制します。 

・「アナウンスメントの表示件数」 

「アナウンスメント」に表示する最新アナウンスの数を指定します。 

 

 

 

・「学生に評定表を表示する」 Yes/No 

各活動の評定表を学生に見せるか見せないかを設定します。 

・「活動レポートを表示する」 Yes/No 

各活動の詳細なレポートを学生に見せるか見せないかを設定します。 
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７．「ファイルおよびアップロード」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 ・「最大アップロードサイズ」  

最大 500MＢまでの範囲で設定できます。 

８．「グループ」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

・「グループモード」  

学生をグループに分けてフィードバック（アンケート）を答えさせる 

場合などに使います。通常は「グループなし」にします。 

・「グループモードを強制する」 Yes/No 

グループモードは各活動でも設定できますが、コースで強制した場合は各活 

動のグループモードは無視されます。通常は「No」にします。 

・「デフォルトグルーピング」 

グループをさらにグループ分けする場合に使います。通常は「なし」にします。 

９.「ロールのリネーム」 

 コース内で教師や、学生、コース作成者といったロール名を変更できます。通常は設 

定しません。 

 

 

 

 

 

 

 

10．設定が済んだら<<保存して表示する>>をクリックします。 
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作成されたコースの中でトピック（小テストや課題などの活動と、参考資料になるファイルや

WEBページなどのリソースのまとまり）を作成できます。 

 

 Moodleにログインしたあと、 

① 「ナビゲーションブロック」の「マイコース」をクリックします。 

② 「作成したコース名」をクリックします。 

 

 

 トピックを編集するには画面右上の<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

  

①  

②  
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 トピック名を編集します。「トピック１」の右にある<<タイトル編集アイコン>> をク

リックします。

 

 

 「セクション名」（トピック名）を入力して、Enterキーを押します。 

右横の<<編集>>をクリックすると、概要なども編集できます。 
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 次にリソース（今回は PDFファイル）を追加します。 

<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

 

 

 

 PDFファイルを追加するので、リソースの<<ファイル>>にチェックを入れて 

 <<追加>>ボタンをクリックします。 

 

① 

② 
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 ①「名称」を入力します。 

②「説明」を入力します。 

③「ファイルを選択する」の中の<<ファイル追加アイコン>>をクリックします。 

 

  

① 

② 

③ 
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 ファイルピッカが開くので目的のファイルを選択してアップロードします。ファイルサイズ

は最大 500MBです。（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている

場合） 

①<<ファイルのアップロードする>>をクリックします。 

②<<参照>>ボタンをクリックします。 

③アップロードするファイルを選びます。 

④<<開く>>ボタンをクリックします。 

⑤<<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

 目的のファイルがアップロードされたことを確認して、<<保存してコースに戻る>>をク

リックします。 

 

⑤ 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
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 「資料」トピックとして、目的のファイルが公開されました。 

<<編集モードの終了>>ボタンをクリックすると編集を終了します。 
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このようなボタン類が表示されている入力欄は、テキスト文章だけでなく、見出しを付けたり

リンクを貼ったり、写真や動画を貼りつけることができます。 

 

 

 

 

  

見出し設定 ボールド イタリック 連番なしリスト 連番ありリスト リンク設定 リンク解除 

イメージ貼りつけ メディア貼りつけ 使用ファイルの管理 

下線 打消し線 下付き文字 上付き文字 左寄せ 中央 右寄せ インデント アウトデント 

数式エディタ 文字挿入 テーブル挿入 書式設定クリア 

アクセシビリティチェッカ スクリーンリーダ HTMLでの編集 

元に戻す/やり直す 

音声レコーディング 映像レコーディング 

より詳細な設定をするボタンを表示します。クリックすると下図のように変化します。 



2学生をコースに登録する  
2-1学生を登録する（手動登録）  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

21 

 学生をコースに登録する 

 

 

1. ①「ナビゲーションブロック」の<<マイコース>>をクリックします。 

②<<作成したコース名>>をクリックします。 

 

 

2．①「管理ブロック」の<<ユーザ>>をクリックします。 

②<<登録済みユーザ>>をクリックします。 

 

  

① 

② 

①  

②  



2学生をコースに登録する  
2-1学生を登録する（手動登録）  
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３． <<ユーザを登録する>>ボタンをクリックします。（上下どちらでも同じです） 

 

４．①検索欄に学生の名前を入力します。 

②下に表示された該当ユーザーをクリックします。 

 

５．<<ユーザーを登録する>>ボタンをクリックします。 

 
  

②  

①  



2学生をコースに登録する  
2-2学生を登録する（自己登録）  
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登録する学生の人数が多い場合は、学生自身に各自登録させることができます。 

１．①「管理ブロック」の<<ユーザ>>をクリックします。 

②<<登録方法>>をクリックします。 

 

２．①自己登録の表示アイコン   をクリックして自己登録を有効にします。 

②設定アイコン    をクリックして設定画面を開きます。 

 

  

② 

①  

②  ①  



2学生をコースに登録する  
2-2学生を登録する（自己登録）  
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３．①登録キーを入力します。（必須） 

②<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コース概要に登録キーを入力して表示させることができます。このコースに興味のある学生

に自由に登録してもらうことが可能です。 

※自己登録キーには必ず半角文字を設定してください。画面上、全角文字も設定可能ですが、

スマートフォンから入力できない場合があります。 

 

４．自己登録を追加したコースは、登録されていない学生からはこのように見えます。 

 

 

② 

①  



2学生をコースに登録する  
2-2学生を登録する（自己登録）  
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５．自己登録を中止する場合は、自己登録の設定で「新しい登録を許可する」をNoに設定 

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「登録方法」から削除アイコン   で自己登録を削除すると、自己登録で登録された学生は、

登録を解除されます。また、非表示アイコン   で非表示の状態にしている間、自己登録した

学生はこのコースに入れなくなりますので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2学生をコースに登録する  
2-3学生をグループ分けする  
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コースに登録する学生をグループ分けしたい場合は、情報メディアセンターにご依頼ください。 

 

以下のとおり、エクセルファイル形式で学生をグループ分けしたデータを作成し、ご提出く

ださい。（ファイルは必ず暗号化してください。） 

登録には数日かかることがありますのでご了承ください。 

＜必要項目＞ 

・username=学籍番号 

・course1=コース省略名 

・group1=グループ分けの番号  

例：グループ 01、ｇroup01、 

分類 01など。 

 

 

 

 

 

依頼先：情報メディアセンター 

メール：SETSUNAN.Jcenter@josho.ac.jp 

内線 ： [840]3546  



2学生をコースに登録する  
2-4学生から他の学生の情報を表示できるようにする
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摂南大学Moodleでは、学生から他の学生の情報を見ることができません。 

以下の操作をすることで、学生から同一コース内の他の学生の情報を見ることができるよう

になります。なお、情報漏えい防止の観点から、本設定変更は必要時のみに行ってください。 

・学生から他の学生の情報を表示できるようにする 

通常は学生が<<参加者>>をクリックしても、自分

以外の学生の情報は見ることができません。 

 

学生からも他の学生の情報を表示できるようにするに

は、管理ブロックの<<ユーザ>>をクリックします。 

<<パーミッション>>をクリックします。 

高度なロールオーバーライドで、「学生」を選

びます。 

フィルタに「参加者」と入力して表示され 

る、「参加者を表示する」の右横の<<許可

>>ラジオボタンをクリックします。 

学生から見えている画面：初期設定 

設定変更手順 



2学生をコースに登録する  
2-4学生から他の学生の情報を表示できるようにする
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<<変更を保存する>>ボタンをクリックしま

す。 

<<コース：「コース名」に戻る>>をクリック

します。 

学生から他の学生

の情報を見ること

ができるようにな

りました。 

学生から見えている画面：設定変更後 



3 リソースの作成  
3-1ファイル  
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 リソースの作成 

 

 

講義に利用するレジュメや資料をファイルで配布します。 

 

 ファイルを配布したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 
  



3 リソースの作成  
3-1ファイル  
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 ファイルを配布したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピック作成」を 

ご覧ください。 

 

 ファイルを追加します。 

①リソースの<<ファイル>>にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

  

① 

② 



3 リソースの作成  
3-1ファイル  
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 名称と説明を記入します。（必須） 

① 「名称」を入力します。 

② 「説明」を入力します。（画像、動画を挿入することができます） 

③ <<コースページに説明を表示する>>にチェックを入れます。 

  

① 

② 

③ 



3 リソースの作成  
3-1ファイル  
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 ファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

ファイルを選択する欄に配布したいファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

・<<ファイル追加アイコン>>からアップロードする方法 

①<<ファイル選択>>アイコンをクリックします。 

②ファイルピッカが表示されるので<<ファイルをアップロードする>>をクリックしま

す。 

③<<参照>>ボタンをクリックします。 

④配布したいファイルを選びます。 

⑤<<開く>>ボタンをクリックします。 

⑥<<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

  

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 
アップロードします。 

② 
③ 

④ 

⑤ 

① 

⑥ 



3 リソースの作成  
3-1ファイル  
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 目的のファイルがアップロードされたことを確認して、<<保存してコースに戻る>>をク

リックします。 

 

 「資料」トピックにファイルが表示されました。 

 

※ロールを「学生」に切り替えて、学生がファイルアイコンをクリックしたときの挙動を確認して

ください。ロールの切り替えについては、「Moodle 教材作成マニュアル」の「学生にどう見

えているか確認する」をご覧ください。 

※アップロードした資料やレジュメについて学生がするべきことを周知してください。 



3 リソースの作成  
3-1ファイル  
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 配布したファイルを非表示にして配布を中止できます。 

① 削除したいファイルの<<編集>>をクリックします。 

② メニューから<<非表示>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 



3 リソースの作成  
3-2ＵＲＬ  
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参考になるサイトなどを提示するときに使います。 

 

 URLを配布したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧くだ

さい。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 リソースの作成  
3-2ＵＲＬ  
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 ファイルを配布したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピック作成」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルを追加します。 

①リソースの<<ファイル>>にチェックを入れます。 

② <<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

– 

 

① 

② 



3 リソースの作成  
3-2ＵＲＬ  
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 名称と説明を記入します。（必須） 

① 「名称」を入力します。 

② 「外部URL」に目的の URLを記入します。 

③ 「説明」を入力します。（画像、動画を挿入することができます） 

④ <<コースページに説明を表示する>>にチェックを入れます。 

 

 

 <<アピアランス>>をクリックして、アピアランスを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・表示 

   自動/埋め込み/オープン/ポップアップ 

   自動の場合、指定したURLが表示され、そのURLをクリックすることで、 

ページが開きます。 

埋め込みの場合、Moodleの表示の中に対象ページが表示されます。サイト 

によっては、このような表示方法を禁止しているため、表示できない場合があり

ます。 

①  

④  

③  

②  



3 リソースの作成  
3-2ＵＲＬ  
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オープンの場合、現在のMoodle画面を消し、対象ページが表示されます。 

ポップアップの場合、ポップアップウィンドウが開いてその中にページが 

表示されます。 

 ・ポップアップ幅（ピクセル） 

 ・ポップアップ高（ピクセル） 

   表示でポップアップを選んだ場合、ポップアップのサイズをピクセルで指定 

   します。 

 

６．<<URL変数>>をクリックしてURL変数を設定します。 

 

URLで google.co.jpを指定したとして、変数に変数名（例）「q」を入力して、「変数を選

択する」のプルダウンメニューから「都道府県」を選ぶと、googleの検索欄にユーザーの

都道府県（大坂）が検索キーとして入力されます。 

※「q」は、googleのURLパラメーターです。 

 

 

７．「モジュール共通設定」をクリックして設定します。 

 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

この課題を学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

  



3 リソースの作成  
3-2ＵＲＬ  
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８．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 

 

 

１０．ＵＲＬが表示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 リソースの作成  
3-3フォルダ  
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まとまった複数のレジュメや資料をファイルでアップロードして、フォルダの形で配布します。 

 

 フォルダを配布したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧くだ

さい。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

  



3 リソースの作成  
3-3フォルダ  
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 フォルダを配布したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピック作成」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォルダを追加します。 

① リソースの<<フォルダ>>にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 



3 リソースの作成  
3-3フォルダ  
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 名称と説明を記入します。（必須） 

① 「名称」を入力します。 

② 「説明」を入力します。（画像、動画を挿入することができます） 

③ <<コースページに説明を表示する>>にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

ファイルを選択する欄に配布したい複数ファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 

アップロードします。 



3 リソースの作成  
3-3フォルダ  
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・<<ファイル追加アイコン>>からアップロードする方法 

①<<ファイル選択>>アイコンをクリックします。 

②ファイルピッカが表示されるので<<ファイルをアップロードする>>をクリックします。 

③ <<参照>>ボタンをクリックします。 

④ 配布したい zipファイルを選びます。 

⑤ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑥ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

  

② 

③ 

④ 

① 

⑤ 

⑥ 



3 リソースの作成  
3-3フォルダ  
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 目的の複数のファイルがアップロードされたことを確認します。 

 
 

 ・フォルダコンテンツを表示する 

   コースページにインライン表示する：コースページに直接フォルダツリーを 

   表示します。 

   別ページに表示する：表示されたフォルダをクリックすると別ページでフォ 

ルダツリーを表示します。 

 ・サブフォルダを展開表示する 

   チェックボックスにチェックを入れるとサブフォルダ以下も展開されて表示 

されます。 

 ・ダウンロードフォルダボタンを表示する 

この設定を有効にした場合、フォルダのコンテンツを ZIP ファイルとしてダウン

ロードできるボタンが表示されます。 

 

 フォルダと展開されたファイルが表示されました。 

 

※ロールを「学生」に切り替えて、学生がファイルアイコンをクリックしたときの挙動を確認

してください。ロールの切り替えについては、「Moodle教材作成マニュアル」の「学生にど

う見えているか確認する」をご覧ください。 

※アップロードした資料やレジュメについて学生がするべきことを周知してください 

  



3 リソースの作成  
3-4ブック  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

45 

 

 

章、節からなる本のような複数ページを作成することができます。 

ブックには、テキストだけでなくメディアファイルを含むことができます。 

 

 ブックを作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧くだ

さい。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

  



3 リソースの作成  
3-4ブック  
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 ブックを作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピック作成」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォルダを追加します。 

① リソースの<<ブック>>にチェックを入れます。 

② <<追加>>ボタンをクリックします。 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 



3 リソースの作成  
3-4ブック  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

47 

 名称と説明を記入します。（必須） 

① 「名称」を入力します。 

② 「説明」を入力します。（画像、動画を挿入することができます） 

③ <<コースページに説明を表示する>>にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アピアランスをクリックして設定します。 

 

 

  ・章のフォーマット 

    なし：章および節のタイトルは一切フォーマットされません。 

    番号：章および節は次のようにナンバリングされます: 1, 1.1, 1.2, 2, ... 

    点：節がインデントされて黒丸と共に目次内に表示されます。 

    インデント：目次内の節がインデントされます。 

  ・ナビゲーションスタイル 目次のみ/イメージ/テキスト 

    目次のみ：目次のみが表示されます。 

    イメージ：ナビゲーションにアイコンが使用されます。 

    テキスト：ナビゲーションに章題が使用されます。 

  ・カスタムタイトル 

チェックボックスがチェックされた場合、章題はコンテンツの上の見出しとし

ては表示されません。 

① 

② 

③ 
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 「モジュール共通設定」をクリックして設定します。。 

 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

この課題を学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

 

７．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 

  

 

８．ブックが作成されました。本文を入れていきます。<<ブック名>>をクリックします。 
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９．①最初の章題を入力します。 

②最初のコンテンツを入力します。（画像、動画を挿入することができます） 

③<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・最初の章が作成された時点でのみ利用可能 

  チェックを入れると、そのコンテンツは「節」扱いになります。 

 

１０．入力した第 1章が表示され、左上に目次ブロックが表示されます。 

  次の章を入力するには、目次ブロックの中の    アイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・   このアイコンのついた章、節を編集します。 

・   このアイコンのついた章、節を削除します。 

・   このアイコンのついた章、節を非表示にします。 

・   このアイコンのついた章、節の次に新しいコンテンツを作成します。 

  

① 

② 

③ 
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１１．編集した分のブックが表示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ナビゲーションスタイルでイメージを選んだ場合 

・  一つ前のコンテンツに戻ります。 

・  一つ後ろのコンテンツに進みます。 

・  ブックを終了してコースに戻ります。 
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ページモジュールにおいて教師はテキストエディタを使用してウェブページリソースを作成す

ることができます。 

 

 ページを作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧くだ

さい。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 
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 ページを作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピック作成」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ページを追加します。 

① リソースの<<ページ>>にチェックを入れます。 

② <<追加>>ボタンをクリックします。 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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 名称と説明を記入します。（必須） 

① 「名称」を入力します。 

② 「説明」を入力します。（画像、動画を挿入することができます） 

③ <<コースページに説明を表示する>>にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンテンツを編集して内容を作成します。（画像、動画を挿入することができます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 
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 アピアランスをクリックして設定します。 

   

 

 

 

 

 ・ページ名を表示する 

   ページの名前を表示するか否かを設定します。 

 ・ページ説明を表示する 

   ページの説明を表示するか否かを設定します。 

 

 「モジュール共通設定」をクリックして設定します。。 

 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

この課題を学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

 

８．設定が済んだら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

  

 

９．ページが表示されました。ページの内容を確認します。<<ページ名>>をクリックしま 

す。 
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１０．作成したページが表示されました。 
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ラベルモジュールではテキストおよびマルチメディアをコース内の活動リンク間に追加するこ

とができます。 

 

 ラベルを作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧くだ

さい。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

 ラベルを作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピック作成」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

  



3 リソースの作成  
3-6ラベル  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

57 

 ラベルを追加します。 

④ リソースの<<ラベル>>にチェックを入れます。 

⑤ <<追加>>ボタンをクリックします。 

⑥  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ラベルテキストの内容を入力します。必要に応じてフォントやフォントサイズを指定します。

（画像、動画を挿入することができます） 

 

  

① 
② 
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 モジュール共通設定を設定します。 

 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

この課題を学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

 

６．設定が済んだら<<変更を保存する>>をクリックします。 

  

 

７．ラベルが表示されました。（編集モードを終了すると、大きさが正常になります。） 
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 活動の作成 

 

 

実現したいことによって、どの活動が適しているかを案内します。 

１． 学生にファイルで課題を提出させたい。 

 

 

「課題」を用いてください。提出された課題にコメントをつけたり、評点をつけることが

できます。ファイルだけでなく、画面にテキストを直接入力させることも可能です。 

 

２． 学生からアンケートを採りたい。 

 

 

「フィードバック」を用いてください。アンケートで良く用いられる設問形式が揃ってい

ます。また、扱いも簡単なので、とりあえず何かしてみたいという教員にも最適です。 

 

３． 簡単に学生の意見分布を知りたい。 

 

 

「投票」を用いてください。活動の中で最も簡単に設問を作成できます。投票された内

容はすぐにグラフで学生に提示することもできます。 

 

４． テーマを決めて、学生同士の意見交換をさせたい。 

 

 

「チャット」を用いてください。リアルタイムにコミュニケーションを図るツールとして最

適です。設置も簡単にできます。 

 

５． 学生にテストを受けさせ、評点をつけたい。 

 

 

「小テスト」を用いてください。各問題に点数を設定して、テスト終了後は自動的に評点

されます。設定の容易な多肢選択問題を用いるだけで十分な問題作成ができます。多

彩な設問形式を用いて複雑な問題を作成することも可能です。 

 

 



4活動の作成  
4-1こんな時にはこの活動が適しています  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

60 

６． 学生に課題を提出させて、提出課題に対して学生同士での相互評価をさせ

たい。 

 

 

「ワークショップ」を用いてください。相互評価をするための準備、実際の課題提出、課

題に対する相互評価などの工程は「フェーズ」と呼ばれる区分に分かれていて、現在ど

のような状況かの把握が容易です。また課題への評価者の割り当てなども自動的にで

きますので、相互評価の手間を各段に減らすことが可能です。  
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Moodleで学生に「課題」を提出させることができます。 

提出された「課題」は、評点をつけることができます。 

 「課題」を作成する 

 

 「課題」を作成したいコースに移動します。 

※コースの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧く 

ださい。 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

  



4活動の作成  
4-2「課題」  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

62 

２．「課題」を作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。ト

ピックの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「トピック作成」をご覧くださ

い。 

 

３．①<<課題>>にチェックを入れます。 

②<<追加ボタン>>をクリックします。 

 

 

① 

② 



4活動の作成  
4-2「課題」  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

63 

４．名称と説明を記入します。（必須） 

①名称に課題名を記入します。 

②説明を記入します。説明は、課題提出に関わる必要な要件を明示してください。 

③「コースページに説明を表示する」にチェックを入れます。 

④<<保存してコースに戻る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細な設定については「「課題」の基本設定」をご覧ください。 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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５．第一回課題提出に「課題」が作成されました。 

 
※ロールを「学生」に切り替えて「課題」をクリックしたときの挙動を確認してくださ 

い。   

※ロールの切り替えについては、「Moodle教材作成マニュアル」の「「課題」が学生にどう

見えているか確認する」をご覧ください。 

※課題提出について学生がするべきことを周知してください。 
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 「課題」の基本設定 

 

１．「課題」の基本設定をします 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

２．「課題」名の横の<<編集>>ボタンをクリックします。 
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３．メニューから<<設定を編集する>>を選びます。 

 

４．①名称に適した名前に変更します。 

②適した説明文を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「コースページに説明を表示する」 

チェックボックスのチェックを入れると説明文が表示されます。 

 

  

①  

②  



4活動の作成  
4-2「課題」  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

67 

５．「利用」をクリックしてフィードバック（アンケート）の開始日時と終了日時を設定します。開

始日時と終了日時の<<Yes>>チェックボックスにチェックを入れて日時を指定します。 

チェックを入れない場合は無期限になります。 

 

 

・「遮断日時」 

設定した場合、この日時以降提出を受け付けません。 

 ・「次の日時まで私に評定を思い出させる」 

提出の評定が完了する予定日です。この日付はダッシュボードでの教師へ

の通知を優先するために使用されます。 

 ・「常に説明を表示する」 

チェックを外した場合、課題説明は開始日時以降のみに表示されます。 

 

６．「提出タイプ」をクリックして設定します。 

 

 

・「提出タイプ」 

オンラインテキスト：ブラウザに直接テキストを入力させます。 

ファイル提出：WORDや PDFなどのファイルでの提出をさせます。 

オンラインテキストとファイル提出は両方を有効にできます。 

 ・「語数制限」 

オンラインテキストを有効にした場合に語数制限が設定できます。 

 ・「最大アップロードファイル数」 
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ファイル提出を有効にした場合、提出させる最大ファイル数を設定でき 

ます。 

 ・「最大提出サイズ」 

学生にアップロードさせる最大ファイルサイズを 500MＢ以内で指定が 

できます。（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBに 

している場合） 

 ・許可されるファイルタイプ 

ファイル形式を限定する場合に、ファイルタイプを選択します。 

 

７．「フィードバックタイプ」をクリックして設定します。 

 

 

・「フィードバックコメント」 

有効にした場合、教員はそれぞれの提出課題にフィードバックコメントを残 

すことができます。 

 ・「PDF注釈」 

提出が PDF で、かつ「PDF 注釈」を有効にした場合、注釈付きの PDF を作成

することができます。注釈はブラウザ内で作成します。また、別途ソフトウェアを

必要としません。 

 ・「オフライン評定ワークシート」 

有効にした場合、教員の課題評定時に学生評点のワークシートをダウンロー 

ドおよびアップロードできるようになります。 

 ・「フィードバックファイル」 

有効にすると通常のフィードバックの他にファイルをアップロードできる 

ようになります。アップロードできるファイルはドキュメントの他、音声 

ファイルでも可能です。 

 ・「コメントインライン」 Yes/No 

「YES」にすると評定中、学生がオンラインテキストで送信したテキスト 

がフィードバックコメントフィールドにコピーされ、 コメントインライン 

またはオリジナルテキストの編集を簡単にします。 
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８．「提出設定」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

・「学生に提出ボタンのクリックを求める」 Yes/No 

この設定を Yesにした場合、学生は最終提出であると宣言するために「課題 

を提出する」ボタンをクリックする必要があります。学生の課題提出後、こ 

の設定が「No」から「Yes」に変更された場合、提出は最終提出として再評 

定されます。 

 ・「学生に提出同意書の承諾を求める」 

Yesにした場合、学生に「他の人の作品であると私が認めたものを除き、 

この課題は私自身の作業の結果です。」と表示され、承諾を求めます。 

・「提出再オープン」 

なし：学生は再提出ができません 

手動：学生は教員の操作によって、再提出できるようになります 

合格するまで自動：学生はこの課題で設定された評定表内の合格点に達する 

まで再提出できます。 

 ・「コメントインライン」 Yes/No 

「YES」にすると評定中、学生がオンラインテキストで送信したテキスト 

がフィードバックコメントフィールドにコピーされ、 コメントインライン 

またはオリジナルテキストの編集を簡単にします。 

 

９．「グループ提出設定」をクリックして設定します。（グループ分けの設定をする必要が 

なければ設定しません） 

 

 

・「学生がグループで提出する」 Yes/No 

Yesにした場合グループ提出はグループメンバーに共有されます。すべてのグ 

ループメンバーはそれぞれ提出の変更を閲覧することができます。 
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１０．「通知」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

・「評定者に提出を通知する」 Yes/No 

Yesに設定すると、教員は学生が提出したタイミングで通知を受け取れます。 

 ・「提出遅延に関して評定者に通知する」 Yes/No 

Yesにした場合、教員は学生が提出期限までに提出できなかった時に通知を受 

け取れます。 

 ・「「学生に通知する」のデフォルト設定」  

評価フォームの「学生に通知する」チェックボックスのデフォルト値を設定しま 

す。 

 ※通知を受け取るためには、「管理ブロック」内の「マイプロファイル設定」の「メッセー 

ジング」でメールかMoodleログイン中に表示されるポップアップ通知のいずれか、ま 

たは両方にチェックを入れる必要があります。 

 

１１．「評点」をクリックして設定します。 

 

 

・「評点タイプ」  

評点：最大評点内の点数をつけることができます。 

尺度：「評点尺度」を使えるようになります。 

 ・「評点尺度」 

    コンピテンシー尺度と分離・関連認識を選べます。 

 ・「最大評点」  

「評点タイプ」で評点を選んだ場合の最大評点を設定します。 
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・「評点方法」  

シンプル直接評定：評点か尺度を単純に入力します。 

評定ガイド：別途「高度な評定」の設定が必要です。 

ルーブリック：別途「高度な評定」の設定が必要です。 

 ・「評定カテゴリ」 

あらかじめ設定された評点カテゴリを選べます。通常は「なし」しか選べません。 

 ・「合格点」 

合格するために必要な最小評点を決定します。 

 ・「ブラインド評定」 Yes/No  

Yes にした場合、担当教員に対して学生の個人情報を隠します。また、評点のリリ

ースは保留されます。評点操作で「学生の個人情報を公開する」にすると、個人情

報が開示され、評点がリリースされます。 

 ・「採点ワークフローを使用する」 Yes/No 

Yesにした場合、評点は学生にリリースされる前にワークフローステージに入 

ります。教員は一連の評点を同じタイミングですべての学生にリリースできま 

す。 

 ・「採点割り当てを使用する」 Yes/No 

「採点ワークフローを使用する」が Yesのとき、個別の学生に採点者を割り当 

てることができます。 
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１２．「モジュール共通設定」をクリックして設定します。 

 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

この課題を学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

・「グループモード」 

学生をグループに分けて課題を提出させる場合などに使います。通常は「グル

ープなし」にします。 

・「グルーピング」 

グループをさらにグループ分けする場合に使います。通常は「なし」にします。 

 

1３．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 
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 「課題」が学生にどう見えているか確認する 

 

作成した課題が学生にどのように見えているか確認します。 

 

１．確認したい<<課題名>>をクリックします。 

 

２．課題をクリックすると教員にはこのように見えています。 
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３．右上にある自分のユーザー名をクリックすると表示されるメニューから「ロールを切り替え

る」の<<学生>>をクリックすることで、学生側で見えている画面を確認できます。 

<<通常のロールに戻る>>をクリックすれば、元に戻ります。 

 

 ※<<ロールを切り替える>>は、マイコース内のコースにいるときだけに表示されます。 

 

４．<<提出物をアップロード・入力する>>ボタンを確認できました。 

  

①   

③   

②   
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 「課題」の評点をつける 

学生に提出させた課題に評点をつけます。 

 

１．確認したい<<課題名>>をクリックします。 

 

 

２．<<すべての提出を表示する>>ボタンをクリックします。 
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３．評点をつける前に、提出された課題にロックをかけます。 

ロックをかけると提出された課題に対して、学生による再編集や追加の提出ができなく

なります。 

①<<選択>>のチェックボックスにチェックを入れます。 

②「選択した課題に対して」のプルダウンメニューから<<提出をロックする>>を選びま

す。 

③<<Go>>ボタンをクリックします。 

④  

 

４．ロックの確認が表示されるので<<OK>>ボタンをクリックします。 

 

 

  

①   

②   ③   
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５．各学生の「ファイル提出」にあるファイルをクリックするとダウンロードできます。 

 

 

 

※「評定操作」のプルダウンメニューから<<全ての提出をダウンロードする>>を選ぶと

提出された課題がすべてダウンロードできます。 
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６．ダウンロードした課題についてコメントをつけます。 

評点をつける学生にコメントを送る場合は<<コメント>>をクリックします。 

（このコメントは、評定ワークシートには反映されません。） 

 

７．「コメント」欄が表示されます。 

①「コメント」欄に直接書き込みます。 

②<<コメントを保存する>>をクリックします。 

 

コメントが保存されるとこのように表示されます。 

 

  

① 

②  
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8.フィードバックコメントをつけます。 

 ①評定画面下部のオプション内の<<クイック評定>>にチェックを入れます。 

 ②フィードバックコメント欄にフィードバックを記入します。（入力後他の場所をクリックす

るとオレンジ色に変わります） 

④<<すべてのクイック評定の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

９．具体的な評点をつけます。 

①<<編集>>をクリックします。 

② メニューから<<評点>>をクリックします。 

 

①  
②  

③  

②  

①  
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１０．①「100点中の評点」に具体的な点数を記入します。 

②<<変更を保存する>>ボタンをクリックして評点を終えます。 

※連続して他の学生の評点を付ける場合には<<保存して次を表示する>>ボタンを クリ

ックします。 

 

 

 

  
提出物が PDFの場合、ここに 

提出物の内容が表示されます。 
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10．変更を保存すると、直ちに該当の学生に表示されます。 

 

学生が評点を見た時にはこのように表示されます。 
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 フィードバックファイルを学生個別に返す 

 

ダウンロードしたファイルにフィードバックを加えて学生に返すことができます。 

 

１． フィードバックをしたい課題の基本設定で次のとおり設定します。 

あらかじめフィードバックタイプのフィードバックファイルのチェックボックスにチェックを

入れておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

２．<<保存してコースに戻る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 学生の提出が終了したら、フィードバックをしたい<<課題名>>をクリックします。 
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４． 各学生の「ファイル提出」にあるファイルをクリックして課題ファイルをダウンロードします。 

 

※「評定操作」のプルダウンメニューから<<全ての提出をダウンロードする>>を選ぶと

提出された課題がすべてダウンロードできます。 
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５． 提出課題にフィードバックを書き入れます。 

 

６． 各学生の<<評点>>ボタンをクリックします 

 

７． ファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

 ・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

ファイルを選択する欄に配布したいファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

  

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 

アップロードします。 
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・<<ファイルを選択する>>ボタンからアップロードする方法 

① <<ファイルを選択する>>ボタンをクリックします。 

② ファイルピッカが表示されるので<<参照>>ボタンをクリックします。 

③ フィードバックファイルを選びます。 

④ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑤ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． <<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

  

①  

②  ③  

④  ⑤  
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９． フィードバックファイルを返すことができました。 
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 「課題」の評点をまとめてつける 

 

学生数が多い場合、オンライン上で１人１人評点をつけるのは大変です。 

オフラインでエクセルを使ってまとめて評点をつけることが可能です。 

 

１． 課題の基本設定でフィードバックタイプの中の<<オフライン評定ワークシート>>にチェ

ックが入っていることを確認します。入っていない場合はチェックを入れます。 

 

２．<<評定操作>>のプルダウンメニューの中の<<評定ワークシートをダウンロードする>>

を選びます。

  



4活動の作成  
4-2「課題」  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

88 

３．評定ワークシートがダウンロードされます。 

 

※提出タイプで「オンラインテキスト」を選んでいる場合は、ダウンロードした csvファイル

に 提出されたテキストデータが含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

４．（この作業は EXCEL2019以降では不要になりました） 

ダウンロードしたファイルをテキストエディタ（ここでは TeraPad）で開いて、文字コード

を「SHIFT-JIS」に。改行コードを「CR+LF」に変更して上書き保存します。※TeraPad

の入手方法は最後に記載します。 
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５．保存したファイルを Excelで開きます。 

２つのメッセージが表示されますがそれぞれ<<はい>>、<<ＯＫ>>のボタンをクリック

します。（EXCEL2019以降ではメッセージは出ません） 

 

６．<<評点>>に点数を入力します。 

 

 

７．必要があれば<<フィードバックコメント>>にコメントを残すこともできます。 
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８．上書き保存します。 

 

９．（この作業は EXCEL2019以降では不要になりました） 

再びテキストエディタ（ここでは TerraPad）で開いて、文字コードを「UTF-8N」に。改行

コードを「LF」に変更して上書き保存します。 
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10．評定操作のプルダウンメニューから<<評定ワークシートをアップロードする>>を選びま

す。 

 
11．保存したファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

ファイルを選択する欄に配布したいファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 
アップロードします。 
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<<ファイル追加アイコン>>からアップロードする方法 

①<<ファイルを選択する>>ボタンをクリックします。 

②<<参照>>ボタンをクリックします。 

③配布したいファイルを選びます。 

⑤ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑥ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

  

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 
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12．アップロードするファイルが正しいか確認したら、「スプレッドシートよりも最近に～」のチ

ェックボックスにチェックを入れて<<評定ワークシートをアップロードする>>ボタンをク

リックします。 

 

13．変更される内容を確認して<<確認>>ボタンをクリックします 
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14．結果が表示されるので<<続ける>>ボタンをクリックします。 

 

15．評点とコメントが入りました。 
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※TeraPadの入手（TeraPadは無料で使えるテキストエディタです。） 

https://tera-net.com/ 

を開いて、上メニューの<ダウンロード>>をクリックします。 

 

ページ中程のダウンロード内、<<tpad109.zip (539KB)>>をクリックします。 

 ※この情報は、2020年 12月 10日時点の物です。 

 予告なく、バージョンアップや、ページ構成の変更などがあり得ますので、 

 キーワード「terapad」で検索して適宜ダウンロードをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://tera-net.com/
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 複数のフィードバックファイルを Zip形式でアップロードする 

 

学生のファイル提出課題に対して、フィードバックファイルを学生に返却する場合、個別のフィ

ードバックファイルを一括でアップロードすることができます。 

 

１． フィードバックをしたい課題の基本設定で次のとおり設定します。 

あらかじめフィードバックタイプのフィードバックファイルのチェックボックスにチェックを

入れておきます。 

 

２．<<保存してコースに戻る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

３．学生の提出が終了したら、フィードバックをしたい<<課題名>>をクリックします。 
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４．<<すべての提出を表示/評定する>>をクリックします。 

 

 

５．評定操作から<<すべての提出をダウンロードする>>を選択します。 

 

・画面下部のオプションで、「提出をフォルダに入れてダウンロードする」のチェックが外れてい

る事を確認してください。 

 

６．<<保存>>ボタンをクリックして保存します。 
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７．ダウンロードした圧縮ファイルを解凍すると、下記のようなルールのファイルネームになっ

ています。 

※学籍番号 氏名_[ID番号]_assignsubmission_file_[提出時ファイル名] 

 

 

８．解凍した提出課題にフィードバックを書き入れます。 

 

９．[提出時ファイル名]の部分を[フィードバックファイル名]に変更できます。 

※学籍番号 氏名_[ID番号]_assignsubmission_file_[フィードバックファイル名] 

 

ファイル名に一部の日本語が含まれると、そのファイルだけアップロードできない症状が

確認されています。この場合は対象者の個別評点画面から個別に単体ファイルをアップロ

ードしてください。（「4-2-5.フィードバックファイルを学生個別に返す」を参照してくださ

い。） 

 

10.フィードバックファイルをまとめて圧縮します。 

 

 

11. <<複数のフィードバックファイルを ZIPでアップロードする>>をクリックします。 
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12.  ファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

 （コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

 ・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

  ファイルを選択する欄に配布したいファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・<<ファイルを選択する>>ボタンからアップロードする方法 

⑥ <<ファイルを選択する>>ボタンをクリックします。 

⑦ ファイルピッカが表示されるので<<参照>>ボタンをクリックします。 

⑧ フィードバックファイルを選びます。 

⑨ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑤ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 

アップロードします。 

⑤  

①  

②  

③  

④  
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13. アップロードしたファイルネームを確認して、<<フィードバックファイルをインポートする

>>ボタンをクリックします。 

 

 

14.  学生とファイル名を確認して<<確認>>ボタンをクリックします。 

 

 

15. <<続ける>>ボタンをクリックします。 
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16．フィードバックファイルが掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17．フィードバックファイルは学生からはこの様に見えています。 
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 「課題」でルーブリック評定を行う 

 

課題でルーブリック評定を行うことができます。 

ルーブリック評定を行うことで、評定表を用いて評点をつけます。これによって、提出された複

雑な課題も明確な評価基準で評定ができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 課題の基本設定で次のとおり設定します。 

① 課題自体の最大評点を何点満点にするかを入力します。課題自体の最大評点とルー

ブリック評定表での最大評点を同一の数値にすることを推奨します。 

② 評定方法で「ルーブリック」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

② 

・ルーブリック評定表の例 

提出された課題の到達目標を示す

判断項目「クライテリア」 

各「クライテリア」に対する評価の基

準と点数「レベル」 
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２．<<保存してコースに戻る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ルーブリック評定をしたい<<課題名>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

４．管理ブロックの<<高度な評定>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4活動の作成  
4-2「課題」  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

104 

５．<<新しい評定フォームを最初から定義する>>ボタンをクリックします。 

 

６．ルーブリック評定表の名称と説明を入力します。 
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７． クライテリアとレベルを入力してルーブリック評定表を作成します。 

① <<クリックしてクライテリアを編集する>>欄をクリックしてクライテリアを入力し 

ます。 

② <<クリックしてレベルを編集する>>欄をクリックしてレベルと点数を入力します。 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※<<クライテリアを追加する>>ボタンをクリックすると、新しいクライテリアが増え 

ます。 

 

 

 

 

 

<<レベルを追加する>>ボタンをクリックすると、レベルを増やすことができ 

ます。 

 

 

 

 

 

  

② ①  
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  特に意図がなければ一番左のレベルは０点にすることを推奨します。また、課題自体 

の最大評点とルーブリック評定表での最大評点を同一の数値にすることを推奨しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計点数６点がついた場合、10点満点中６点となります。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

この例で合計点数６点がついた場合、 

（合計点-最低評点）÷（最大評点-最低評点）×最大評点の式で計算され、 

（6-4）÷（20-4）×20＝2.5 

20点満点中 2.5点となります。 

また、最低評点の４点が付いた場合は 20点満点中 0点となります。 

課題自体の最大評点を

10点に設定したとして 

４点+４点+１点+１点で

合計 10 点をルーブリッ

ク評定表の最大評点に設

定 

5点+5点+5点+5点

で合計 20 点が最大評

点 

最低評点 

4 点 

・一番左のレベルを１点以上にする場合（計算方法が複雑になるため推奨しません。） 

最低評点は 

0点に設定 
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８．クライテリアとレベルを入力したら<< ルーブリックを保存して利用可能にする>>ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．<<課題名>>をクリックします。 
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１０．ルーブリック評定の準備ができました。 
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１１．課題が提出されたらルーブリックで評定を行います。<<すべての提出を表示/評定する

>>をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．提出された課題の内容を確認後、評点をつけたい課題の<<評点>>アイコンをクリッ 

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．提出された課題の内容にふさわしいレベルを選びます。 
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１４．フィードバックコメントを残すこともできます。提出されたファイルが PDFであれば、

<<PDFエディタを起動する>>ボタンで、PDFに直接注釈をつけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 
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１６．変更を保存すると、学生が評定を見ることができるようになります。 

 

 学生が評定を見た時にはこのように表示されます 
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 「フィードバック」（アンケート）を作成する 

 

Moodle でアンケートのような設問をするときには「フィードバック」を使うと最適です。「フィ

ードバック」では正解や誤答を設定できませんが（一部できる部分もあります） 

集計内容をグラフ化して表現したり、集計した結果をエクセルファイルなどに出力できます。 

 

１．フィードバックを作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 
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２．フィードバックを作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>を 

クリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピックの作成」をご覧くだ

さい。 

 

３．①<<フィードバック>>にチェックを入れます。 

②<<追加ボタン>>をクリックします。 

 

① 

② 
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４．名称と説明を記入します（必須） 

①名称にフィードバック名を記入します。 

② 説明を記入します。 

③「保存してコースに戻る」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細な設定については「「フィードバック」（アンケート）の基本設定」をご覧ください。 

５．フィードバックが作成されました。 

① 

② 

③ 
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 「フィードバック」（アンケート）の設問設定 

 

１．設問の設定をします。コース画面で<<フィードバック（アンケート）名>>をクリックします。 

 

 

２．<<問題を編集する>>をクリックします。 
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３．<<選択>>の下向きの矢印をクリックしてメニューを表示します。 

 
 

４．プルダウンメニューから設問の形式を選んで作成します。 
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5．ラベル設問の設定 

「ラベル」自体は回答ができる設問ではありませんが、この後の設問の参考になる文章を

入力したり、写真や図の掲載も可能です。 

①ラベル入力欄に内容を記入します。 

②<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 
６．多肢選択設問の設定 

いくつかの答えを用意して、その中から答えを選ばせる設問です。 

多肢選択設問では、3 タイプの設問形式を作成できます。イメージに近いものを選んで編

集してください。 

 
多肢選択-単一回答：選択肢の中から 1つだけ答えてもらう形式です。 

 

多肢選択-複数回答：選択肢の中から複数答えてもらう形式です。 

 

多肢選択-単一回答（ドロップダウンリスト）：選択肢の中から１つだけ答えてもらう形式で

すがドロップダウンリストから選ばせる形式です。 

  

① 

② 
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①質問を入力します。 

②選択肢の表示方向を垂直または水平から選びます 

③多肢選択肢タイプを選びます。 

④ 空の送信を分析しないを Yesにします。（Ｎｏにすると、空の回答も分析します。） 

⑤「未選択」オプションを隠すを Yes にします。（No にすると、回答欄に未選択という 選

択肢が現れます。） 

⑥多肢選択値を入力します。（1行に一つの選択値を入力します。） 

⑦<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

７．多肢選択設問（評定）の設定 

概ね多肢選択設問と同じですが、回答欄に答え毎の点数を設定できます。 

 

 

  

① 

③ 

⑦ 

行数が選択値の数になります。 

② 

④ 
⑤ 

⑥ 

行数が選択値の数になります。 

選択値の前に"0/""1/"などを 

記述することで、評点を設定 

できます。 
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８．情報の設定 

回答時の情報を、「コース名」、「コースカテゴリ」、「回答時間」の３つから選んで取得で

きます。 

①質問を記入します。 

②情報タイプを選びます。 

③<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 
 

９．問題が長くなったときなどにページを分割することができます。 

プルダウンメニューから<<改ページ>>を選ぶと、最後の設問の下の位置での改ページ

となります。 

 

  

② 

③ 

① 
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10．数値回答の設定 

一定の幅の数値内で答えさせるための問題を作成できます。 

①質問を入力します。 

②回答範囲の開始数値を入力します。 

③回答範囲の終了数値を入力します。 

④<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

11．短文回答の設定 

数文字～十数文字程度の短い文を入力してもらう設問です。 

①質問を入力します。 

②テキストフィールド幅と最大文字数を指定します。 

③<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 
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12．長文回答設問の設定 

長い文章で答えてもらう設問です。 

①質問を入力します。 

②幅と行数を指定します。 

③<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．その他の設定項目 

・必須 

「必須」のチェックボックスにチェックを入れると、その設問は回答必須設問にな

ります。 

・ラベル 

別の設問と関連性を持たせるなどの複雑な設問を作成する場合に使います。 

通常は空にします。 

・アイテムに依存する 

別の設問と関連性を持たせるなどの複雑な設問を作成する場合に使います。 

通常は空にします。 

・ポジション 

この設問が何問目に表示されるかを設定します。 

 

  

① 

② 

③ 
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14．設問を作成すると、このように表示されます。 <<移動アイコン>>で適宜順番を入れ替

えたり、新しい設問を追加します。 

 

15．設問順番の入れ替えは<<移動アイコン>>をドラッグすることで可能です。 
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16．必要ない設問はコンテンツ画面で<<編集>>をクリックして開くメニューの<<質問を削

除する>>をクリックします。 

 

 

 

17．編集が終わったら、画面上部に表示されている「コース名」をクリックして 

現在のコースに戻ります。 
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 「フィードバック」（アンケート）の基本設定 

 

１．「フィードバック」（アンケート）の基本設定をします 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

 

２．フィードバック（アンケート）名の横の<<編集>>ボタンをクリックします。 
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３．メニューから<<設定を編集する>>を選びます。 

 

４．①名称に適した名前に変更します。入力済みの名前のままでよければ変更しません。 

②適した説明文を入力します。入力済みの説明のままでよければ変更しません。 

 

・「コースページに説明を表示する」 

チェックボックスのチェックを入れると説明文が表示されます。 

  

① 

② 
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５．「利用」をクリックしてフィードバック（アンケート）の開始日時と終了日時を設定します。開

始日時と終了日時の<<Yes>>チェックボックスにチェックを入れて日時を指定します。 

チェックを入れない場合は無期限になります。 

 

６．「質問および回答設定」をクリックして設定します。 

 

・「ユーザー名を記録する」 匿名/ユーザー名を記録し、回答とともに表示する 

「匿名」の場合、回答毎のユーザー名は付きません。回答 No．１、回答 No．２な

どと表示されます。 

「ユーザー名を記録し、回答とともに表示する」を選ぶと、回答毎にユーザー名

が表示されます。 

・「複数回答を許可する」 Yes/No 

Yesにすると、同じ学生が何度でも回答できるようになります。 

「ユーザー名を記録する」で「ユーザー名を記録し、回答とともに表示する」にし

ている場合、回答は上書きされます。 

「匿名」にしている場合、回答は上書きされず、何度でも新しい回答ができるよ

うになります。 

・「送信通知を有効にする」  Yes/No 

Yesにすると、学生から回答があった時に教師にメールで通知が届きます。 

・「回答の自動番号付け」  Yes/No 

Yesにすると、設問に自動的に番号が振られて表示されます。 
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７．「回答送信後」をクリックして設定します。 

 
 

・「分析ページを表示する」  Yes/No 

「Yes」を選ぶと学生が回答を送信した後に、全体の分析ページが表示されます。 

・「完了メッセージ」 

学生が回答を送信した後、ここに入力したメッセージが表示されます。 

・次の活動にリンクする  

学生が回答を送信した後、<<続ける>>ボタンが表示されます。ここに活動の

URL を入力した場合、代わりに次の活動（別のフィードバックや小テスト）へリ

ンクさせることができます。 

 

８．「モジュール共通設定」をクリックして設定します。 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

このフィードバック（アンケート）を学生に表示するか非表示にするかを選びま

す。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

・「グループモード」 

学生をグループに分けてフィードバック（アンケート）を答えさせる場合などに

使います。通常は「グループなし」にします。 

・「グルーピング」 
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グループをさらにグループ分けする場合に使います。通常は「なし」にします。 

 

９．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 
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 「フィードバック」（アンケート）をプレビューする 

 

１．設定が終わった設問をプレビューできます。 

右上にある自分のユーザー名をクリックすると表示されるメニューから「ロールを切り替

える」の<<学生>>をクリックすることで、学生側で見えている画面を確認できます。 

<<通常のロールに戻る>>をクリックすれば、元に戻ります。 

 

 ※<<ロールを切り替える>>は、マイコース内のコースにいるときだけに表示されます。 

 

２．学生のロールになったことを確認して、作成したフィードバック（アンケート名）をクリックし

ます。 

 

  

①   

②   
③   
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３．<<質問に回答する>>をクリックして設問に答えます。 

 

 

４．回答を終えたら<<あなたの回答を送信する>>をクリックします。 
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５．<<続ける>>ボタンをクリックしてコース画面に戻ります。 

 
６．<<通常のロールに戻る>>をクリックしてロールを戻します。 

 
「フィードバック（アンケート）」の基本設定で「複数回答を許可する」で NOに 
設定していると、以下のようなメッセージが表示されて 2回目以降の回答ができません。 
再度プレビューする場合は、回答を削除することで可能になります。 
回答の削除については、「回答を集計する」をご覧ください。 
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 「フィードバック」（アンケート）分岐する設問の作り方 

 

多肢選択設問から設問を分岐することができます。例

として「今日のテストはむずかしかったですか？」とい

う設問１から「はい」と答えた学生は設問２へ、「いい

え」と答えた学生は設問３へと分岐した設問を回答し、

その後再び合流した設問４を答えていく流れを作成し

ます。 

 

 

１．まず設問１を作成します。 

  

設問１ 

 

設問２ 設問３ 

 

設問４ 

いいえ はい 
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２．「ラベル」を設定します。ラベルは後ほど必要になりますので、覚えておくか、 

どこかに書き留めておきます。半角英数字の大文字小文字で設定します。 

 

 

 

 

 

 

３．<<質問の変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

４．「はい」と答えた人向けの設問２を作成します。<<選択>>から「長文回答」を選びます。 

 

 



4活動の作成  
4-3「フィードバック」（アンケート）  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

134 

５．「「はい」と答えた人は、具体的にどういうところが難しかったですか。」という設問を作成し

ます。 

 

６．「アイテムに依存する」で、設問１に設定したラベル名を選びます。 
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７．「値に依存する」に設問１の選択肢のうち「はい」を入力します。 

設問１に設定した選択肢と一字一句同じにしてください。 

 

 

 

 

 

 

８．<<質問を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

９．同様に、「「いいえ」と答えた人は、なぜそう思いましたか。」という設問３を作成し 

ます。 
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10．分岐した設問２と３はグレーになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．「選択」から「改ページを追加する」を選びます。 
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12．改ページを表すバーが一番下に現れます。移動アイコンをドラッグして、グレーにな 

っている分岐した設問２、３の上に移動します。改ページがなかったり、誤った位置に 

あると、設問の分岐は動作しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．最後に分岐から合流して全員が答える設問４を作成します。 
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14．最後の設問４は全員回答するものなので、グレーにはなっていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．プレビューで、分岐する設問の動作チェックをします。<<概要>>タブをクリックしま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設問１ 

設問２ 

設問３ 

設問４ 

改ページ 
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16．右上にある自分のユーザー名をクリックすると表示されるメニューから「ロールを切り替

える」の<<学生>>をクリックすることで、学生側で見えている画面を確認できます。 

<<通常のロールに戻る>>をクリックすれば、元に戻ります。 

 

 ※<<ロールを切り替える>>は、マイコース内のコースにいるときだけに表示されます。 

 

17．<<質問に回答する>>をクリックします。 

 

18．「はい」を選択して<<次のページ>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①   

②   
③   
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19．「はい」と答えた人向けの設問２が表示されました。続けて設問４も表示されていま 

す。<<キャンセル>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20．ひき続き動作を確認したいフィードバックをクリックします。 

 

 

 

 

 

21．<<フォームを続ける>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

22．「いいえ」を選択して<<次のページ>>ボタンをクリックします。 
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23．「いいえ」と答えた人向けの設問３が表示されました。続けて設問４も表示されてい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24．設問３と４の回答欄に適当に入力して<<あなたの回答を送信する>>ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「フィードバック（アンケート）」の基本設定で「複数回答を許可する」で NOに 
設定していると、以下のようなメッセージが表示されて 2回目以降の回答ができません。 
再度プレビューする場合は、回答を削除することで可能になります。 
回答の削除については、「回答を集計する」をご覧ください。 
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25．<<通常のロールに戻る>>をクリックしてロールを戻します。 

 以上で分岐する設問が作成できました。 
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 「フィードバック」（アンケート）の回答結果を集計する 

 

１．フィードバック（アンケート）を回答してもらった結果を集計します。 

コース画面で、作成したフィードバック（アンケート）名をクリックします。 

 

２．Moodle画面上で回答結果を見ることができます。<<分析>>をクリックします。 
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３．回答毎の棒グラフが表示されます。短文、長文回答は内容が直接表示されます。 

<<Excelにエクスポートする>>ボタンをクリックすると、結果を Excelのファイルで 

ダウンロードできます。 

 

 

４．<<回答を表示する>>をクリックします。 
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５．回答者毎の回答を見ることができます。 

 

 

６．削除アイコンでで回答を削除できます。 

 

※プレビューをしていた場合、その結果も含まれて集計されます。 

 プレビューした場合は、結果を削除して集計してください。 
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 「フィードバック」（アンケート）を複製する 

１．複製したい「フィードバック」（アンケート）の右横にある<<編集>>をクリックします。 

 

 

 

２．表示されたメニューから<<複製>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

３．「フィードバック」（アンケート）が複製されました。 

 

 

 

 ※回答情報は引き継がれません 
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 「フィードバック」（アンケート）の質問のエクスポート・インポート 

 

１．質問をエクスポートしたい「フィードバック」（アンケート）をクリックします。 

 

 

 

２．<<テンプレート>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．<<質問をエクスポートする>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．保存します。 
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５．「feedback_****.xml」というファイルで保存されます。 

 

 

６．インポートしたい「フィードバック」（アンケート）をクリックします。 

 

 

 

７．<<テンプレート>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．<<質問をインポートする>>をクリックします。 
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９．既に質問があるとき、その質問を削除するか、その質問に追加するかを選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．ファイルをアップロードします。 

・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

  ファイルを選択する欄にインポートしたいファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 

アップロードします。 
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・<<ファイルを選択する>>ボタンからアップロードする方法 

① <<ファイルを選択する>>ボタンをクリックします。 

② ファイルピッカが表示されるので<<参照>>ボタンをクリックします。 

③ エクスポートしたファイルを選びます。 

④ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑤ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．<<Yes>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  

④  

③  

②  

⑤  

④  
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１２．<<質問を編集する>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

１３．質問がインポートされました。 
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 「小テスト」を作成する 

 

Moodleで小テストを実施することができます。 

評点は作文問題以外は自動でつけられます。 

多彩な問題タイプから問題を作成できます。 

受験時の制限や、受験後のフィードバックの設定が可能です。 

 

1.  小テストを作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 
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２．小テストを作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピックの作成」をご覧くだ

さい。 

 

３．①<<小テスト>>にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 
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４．名称と説明を記入します 

①名称に小テスト名を記入します。（必須） 

② 説明を記入します。 

③「保存してコースに戻る」ボタンをクリックします。 

※詳細な設定については「小テストの基本設定」をご覧ください。 

  

③ 

① 

② 
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５．小テストが作成されました。 
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 「小テスト」の基本設定 

 

１．小テストの基本設定を編集します。 

小テスト名の横の<<編集>>ボタンをクリックします。 

 

 

２．メニューから<<設定を編集する>>を選びます。 
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３．①名称に適した名前に変更します。入力済みの名前のままでよければ変更しません。 

②適した説明文を入力します。入力済みの説明のままでよければ変更しません。 

 

・「コースページに説明を表示する」 

チェックボックスのチェックを入れると説明文が表示されます。 

 

４．「タイミング」をクリックして設定します。 

 

  

① 

② 
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・小テスト公開日時、小テスト終了日時 

<<Yes>>にチェックを入れると設定ができます。ここで設定した期間 

小テストを受験できます。<<Yes>>にチェックを入れない場合期間無制限に

なります。 

・制限時間 

<<Yes>>にチェックを入れると設定ができます。<<Yes>>にチェックを入

れない場合制限はなしになります。 

・制限時間を経過した場合 

制限時間を設定し、受験中に制限時間に達したときの動きを設定します。 

開いている受験は自動的に送信されます： 

開いている受験を送信できる場合は猶予期間を設けますが、さらに問題に解

答することはできません： 

受験は制限時間内に送信される必要がありますが、そうでない場合はカウント

されません： 

・送信猶予時間 

制限時間経過後に関して、「開いている受験を送信できる場合は猶予期間を設

けますが、さらに問題に解答することはできません」が設定されている場合、猶

予時間を設定できます。 

 

５． 「評点」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

・評定カテゴリ 

評定表で作成した評定 カテゴリにこの小テストを属させます。 

  ・合格点 

    合格するために必要な最小評点を決定します。 

・受験可能回数 

１～１０回、および無制限が選べます。 

・評定方法 

最高評点：全ての受験の中の最高点が最終評点になります。 

平均評点：全ての受験の中の平均点が最終評点になります。 

最初の受験：一番最初の受験の点数が最終評点になります。 

最新の受験：一番最新の受験の点数が最終評点になります。 



4活動の作成  
4-4「小テスト」の作成  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

159 

６．「レイアウト」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

・新しいページ 

１ページあたり何問の問題を表示するかを設定します。 

・ナビゲーションメソッド 順次/フリー 

順次ナビゲーションメソッドでは学生は小テストを順番に受験する必要があり

ます。また、前のページに戻ったり、先にスキップすることはできません。 

 

７．「問題の挙動」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

・問題内部をシャッフルする Yes/No 

この設定を Yesにした場合、学生がこの小テストの受験を開始するたびに、 

多肢選択問題や組み合わせ問題のような複数の選択肢がある問題はその選択

肢がシャッフルされます。この場合、各問題の設定にあるシャッフルオプション

も有効にする必要があります。 

・問題動作 

アダプティブモード：小テストのそれぞれの問題に複数回の解答を行えます。 

間違っていた場合、メッセージを表示して同じ問題をもう一度解答させること

ができます。解答しなおしにはペナルティを設定します。 

アダプティブモード（ペナルティなし）：アダプティブモードのペナルティがない

モードです。 

手動設定：テストの評定は手動で行います。 

即時フィードバック：それぞれの問題に解答した直後に、正解やフィードバック

を表示します。 

遅延フィードバック：テスト全体が終わった後に、正解やフィードバックを表示し

ます。 

複数受験インタラクティブ：設定したヒント数の分再受験が可能になります。 
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・受験内でのやり直しを許可する。 

   この設定を有効にした場合、学生が特定の問題の受験を終了した時点で 

「問題をやり直す」ボタンが表示されます。これにより小テストの受験すべてを

送信せずに、また別の小テストを開始せずに別バージョンの同一問題を受験で

きるようになります。このオプションは主に練習問題に有用です。 

 

・直近の解答内容を反映させる 

複数回の受験が許可され、この設定が有効にされた場合、それぞれの新しい受

験では直近の解答内容が反映されます。これにより複数回の受験で小テストが

終了するよう設定できます。 

 

８．「レビューオプション」を設定します。 

学生が小テストの受験結果のうち、いつ、どの情報を確認できるかを指定します。 

 

・受験中 

即時フィードバックで表示する項目をチェックします。 

・受験後すぐに 

遅延フィードバックで表示する項目をチェックします。 

学生が<<すべてを送信して終了する>>ボタンをクリックして受験を終了した

後２分以内を指します。 

・後で、小テスト実施中 

学生が受験した小テストをクリックして見ることができるレビューに表示する項

目をチェックします。 

受験を終了した２分経過後から小テストの終了日時より前を指します。 

・小テスト終了後 

学生が受験した小テストをクリックして見ることができるレビューに表示する項

目をチェックします。 

小テスト終了日時より後を指します。終了日時が設定されていない場合は無視

されます。 
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９．「アピアランス」を設定します。 

 

・ユーザ画像を表示する  

この設定を有効にした場合、受験中およびレビュー時、画面に学生の氏名およ

び画像が表示されます。摂南大学 Moodle では顔写真を用いていないため利

用しません。 

・評点の小数位 

この設定では評点を表示するときに小数点以下を何桁表示するか指定します。 

この設定は評点の表示のみに影響します。データベースに保存された評点およ

び常に完全精度のため実行される内部計算には影響しません。 

・問題評点の小数位 

この設定では個々の問題の評点を表示するときに小数点以下を何桁表示する

か指定します。 

・小テスト受験中にブロックを表示する拡張要素  Yes/No 

この設定を Yes にした場合、小テストの受験中に通常のブロック（「ナビゲーシ

ョンブロック」や、「管理ブロック」など）が表示されます。 
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１０． 「受験に関する特別制限」を設定する（特別に理由がなければ設定の必要はありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パスワードを要求する  

ここにパスワードを設定した場合、学生は小テストを受ける前に同じパスワード

を入力する必要があります。 

・ネットワークアドレス 

LAN 上の特定のサブネットまたはインターネットから小テストへのアクセスをカ

ンマで区切った部分的または完全な IP アドレスで制限することができます。こ

れは特に特定の部屋の人のみ小テストにアクセスすることができる試験監督付

き小テストの実施に有用です。 

・最初と 2回目の受験の強制待ち時間 

この設定を有効にした場合、最初の受験後、学生が 2 回目の小テストを受験す

るには設定された時間待つ必要があります。 

・2回目以降の受験の強制待ち時間 

この設定を有効にした場合、前の受験後、学生が 3 回目またはそれ以降の小テ

ストを受験するには設定された時間待つ必要があります。 

・ブラウザセキュリティ 

JavaScript セキュリティ対策を含んだフルスクリーンポップアップを選択した

場合 

•学生が JavaScript の利用を有効にしているブラウザのみ、小テスト受験を

開始することができます。 

•小テストはフルスクリーンのポップアップウィンドウ上に表示され、 

 ナビゲーションコントロールはありません。 

•可能な範囲でコピー&ペーストのような機能を学生が使用できないようにし

ます。 

 ・モバイルアプリを使用した小テストオフライン受験を許可する 

この設定を有効にした場合、モバイルアプリユーザは小テストをダウンロードし

てオフラインで受験することができます。 
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注意: 時間制限が設定されている場合、ネットワークアドレスを必要とする場合、ま

たは遅延フィードバック (CBMあり、なし) 以外の問題動作を使用している場合、

小テストをオフラインで受験することはできません。 

 

１１． 「全体フィードバック」をクリックして設定します。 

評点境界ごとに異なったフィードバックを設定できます。 

評点境界は〇〇%で設定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィードバックの数が少ない時は、<<さらに３個のフィードバックフィールドを追加する

>>ボタンをクリックすれば、３個ずつ追加することができます。 

 

 

１２．「モジュール共通設定」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

・「利用」 コースページに表示する/学生から隠す 

この小テストを学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

・「グループモード」 

学生をグループに分けて小テストを答えさせる場合などに使います。通常は「グ

ループなし」にします。 

・「グルーピング」 

グループをさらにグループ分けする場合に使います。通常は「なし」にします。 
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１３．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 
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 「小テスト」の問題カテゴリを作成する 

 

小テストでは３つの段階に分けて問題を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階１ 問題のカテゴリを作成する 段階２ カテゴリの中に問題を作成する 段階 3 小テストに問題を配置する 

デフォルトカテゴリ 

（親カテゴリ） 

例：TOEIC対策問題集 

 

カテゴリ A 

例：単語（語彙）問題集 

カテゴリ B 

例：文法問題 

問題 TOEIC-1 ・・・・・・ 
問題 TOEIC-2 ・・・・・・ 
問題 TOEIC-3 ・・・・・・ 

問題 文法-1 ・・・・・・・ 
問題 文法-2 ・・・・・・・ 
問題 文法-3 ・・・・・・・ 

問題 単語-1 ・・・・・・・ 
問題 単語-2 ・・・・・・・ 
問題 単語-3 ・・・・・・・ 

小テスト 

 
問題 TOEIC-1 ・・・・・・・ 
問題 単語-1 ・・・・・・・ 
問題 文法-1 ・・・・・・・ 
問題 TOEIC-2 ・・・・・・・ 
問題 単語-2 ・・・・・・・ 
問題 文法-2 ・・・・・・・ 
            ・ 
            ・ 
            ・ 
            ・ 
            ・ 
 

カテゴリ内にサブカテゴリを作る 

ことも可能です。 

学生が実際に解く問題群 

カテゴリと問題をすべてまとめた 

ものを問題バンクと呼びます。 

問題バンクはコースにつき１つ持つ

ことができます。 

デフォルトカテゴリ 

（親カテゴリ） 

例：TOEIC対策問題集 

 

カテゴリ A 

例：単語（語彙）問題集 

カテゴリ B 

例：文法問題 

第 1回-1 ・・・・・・ 
第 1回-2 ・・・・・・ 
第 1回-3 ・・・・・・ 
 

カテゴリ A 

例：第１回講義小テスト 

 

第 2回-1 ・・・・・・ 
第 2回-2 ・・・・・・ 
第 2回-3 ・・・・・・ 
 

カテゴリＢ 

例：第２回講義小テスト 

 

            ・ 
            ・ 

 

第１回講義小テスト 

 
第 1回-1 ・・・・・・ 
第 1回-2 ・・・・・・ 
第 1回-3 ・・・・・・ 
 

第２回講義小テスト 

 
第 2回-1 ・・・・・・ 
第 2回-2 ・・・・・・ 
第 2回-3 ・・・・・・ 
 

第３回講義 
小テスト 

 
第 3回-1 ・・・・・・ 
第 3回-2 ・・・・・・ 
第 3回-3 ・・・・・・ 
 

全体小テスト 
（全カテゴリから） 

 第 1回-1 ・・・・・・ 
第 3回-3 ・・・・・・ 
第 2回-3 ・・・・・・ 
 

例）小テスト回数毎に問題を管理しつつ、全体小テストとして親カテゴリからランダムに出題すること

もできます。 

普段は小テスト回数毎

で管理する 

親カテゴリから全体の小テ

ストとしてランダムに出題

する。 

デフォルトカテゴリ 

（親カテゴリ） 

例：TOEIC対策問題集 

 

デフォルトカテゴリは最初からあり

ます。 

第 3回-1 ・・・・・・ 
第 3回-2 ・・・・・・ 
第 3回-3 ・・・・・・ 
 

カテゴリ C 

例：第３回講義小テスト 
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１．①「管理ブロック」内の<<問題バンク>>の左側の▶マークをクリックします。 

②<<カテゴリ>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．①親カテゴリを選びます。 

②カテゴリ名を入力します。 

③ カテゴリ情報を入力します。 

④<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同じ手順で、作成したカテゴリを親カテゴリとしたサブ 

 カテゴリを作成できます。 

※最初からあるデフォルトカテゴリ内でも問題を作成できます。 

①  

②  

③  

④  

② 
①  
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３．作成したカテゴリが増えていることを確認します。 

 

※カテゴリ名の横の()内は、カテゴリ中の問題の数を表します。 
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 「小テスト」の問題を作成する 

 

小テストの問題は、任意のカテゴリの中に作成していきます。 

 

１．①「管理ブロック」内の<<問題バンク>>の左側の▶マークをクリックします。 

②<<問題>>をクリックします。 

 

２．①「カテゴリを選択してください」の右の矢印ボタンをクリックして、問題を作成したいカテ

ゴリを選びます。 

②<<新しい問題を作成する>>ボタンをクリックします。 

 

３．問題タイプを選択する画面が現れます。 

 

 

① 

② 
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 「小テスト」○×問題を作成する 

 

○×問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「○/×問題」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カテゴリ・・・この問題を入れるカテゴリを選べます。 

  

① 

② 

① 

② 
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３．①デフォルト評点に、この問題が正解したときの評点を入力します。 

初期値は１です。 

②正解が「○」か「×」かを選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体に対するフィードバック 

 全ての学生に対するメッセージを記入できます。学生が問題を理解できな

い場合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるようにすることもできま

す。 

 

４．①解答「○」に対してのフィードバックを入力します。入力しなくてもかまいません。 

②解答「×」に対してのフィードバックを入力します。入力しなくてもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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５．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

カテゴリの中に○×問題が作成されました。 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 

６．問題はこのように出題されます（プレビュー）。 
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 「小テスト」穴埋め問題を作成する 

 

多肢選択問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「Close（穴埋め問題）」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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問題例（多肢選択肢タイプ）： 

琵琶湖は、 {1:MULTICHOICE:兵庫#残念！滋賀です~奈良 #残念！ 滋賀です~山口 #

残念！滋賀です ~=滋賀#正解です } 県にあります。 

 

「{}」で囲んだ部分が問題（空白）になります 

先頭の数字が問題の配点になります。 

「:」問題タイプをくくります 

（「MULTICHOICE」「SHORTANSWER」「NUMERICAL」の 3種） 

「~」解答と解答を区切ります 

「#」解答とフィードバックを区切ります 

「=」以降に続く解答が正解であることを示します 

 

問題（空白）となる部分を{}で囲みます 

最初に問題の配点となる数字を入力します（例では「1」） 

「:」で区切る 

多肢選択肢の場合は「MULTICHOICE」 

「:」で区切る 

解答「兵庫」を入力 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「残念！滋賀です」を入力 

「~」で解答を区切る 

解答「奈良」を入力 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「残念！滋賀です」を入力 

「~」で解答を区切る 

解答「山口」を入力 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「残念！滋賀です」を入力 

「~」で解答を区切る 

正解の解答を示すために「=」を入力 

正解解答の「滋賀」を入力 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

「正解です」を入力 
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問題例（記述タイプ）： 

{1:SHORTANSWER:=琵琶湖#正解です。~%50%びわこ#漢字で答えてください。}は日

本で一番広い淡水湖です。（漢字で答えてください） 

 

問題（空白）となる部分を{}で囲みます 

最初に問題の配点となる数字を入力します（例では「1」） 

「:」で区切る 

記述の場合は「SHORTANSWER」 

「:」で区切る 

正解の解答を示すために「=」を入力 

正解解答の「琵琶湖」を入力 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「正解です」を入力 

「~」で解答を区切る 

ひらがなで答えた場合 50%減点「%50%」を入力 

ひらがな解答「びわこ」を入力 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「漢字で答えてください。」を入力 

 

 

  



4活動の作成  
4-4「小テスト」の作成  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

175 

問題例（数値問題） 

円周率の値を小数点以下第 4桁まで答えなさい。 

{1:NUMERICAL:=3.1416:0.0001#正解です~%50%3.1416:0.001#惜しい 

3.1416 です} 

 

問題（空白）となる部分を{}で囲みます 

最初に問題の配点となる数字を入力します（例では「1」） 

「:」で区切る 

数値の場合は「NUMERICAL」 

「:」で区切る 

正解の解答を示すために「=」を入力 

正解解答の「3.1416」を入力 

「:」で区切る（ここでは許容範囲を定める意味になる） 

誤差範囲 0.0001を入力（この許容範囲を超えると減点） 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「正解です」を入力 

「~」で解答を区切る 

許容範囲外で答えた場合 50%減点「%50%」を入力 

正解解答の「3.1416」を入力 

「:」で区切る（ここでは許容範囲を定める意味になる） 

誤差範囲 0.001を入力（この許容範囲を超えると誤答） 

後ろにフィードバックを続けるため「#」を入力 

フィードバック「惜しい 3.1416 です」を入力 
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３．<<問題テキストをデコードおよび確認する>>ボタンで問題文にエラーがないか確認しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体に対するフィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。学生が問題を理解できない場

合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるようにすることもできます。 

 

４．複数受験に対する設定をします。（小テストの問題動作設定で、「アダプティブモード」または

「複数受験インタラクティブ」の設定をしたとき）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの不正解に対するペナルティ 

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験 問題に対する

ヒントを入力できます。「アダプティブモード」または「複数受験インタラクティブ」

動作を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の受験に何点のペ

ナルティが課せられるかコントロールします。 
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※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペナルティが  

0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 点を取得します。 

2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得。そして、3 回目の受験で

正解した場合、学生は 1 点を取得します。 

・ヒント 

問題に対してのヒントを入力できます。受験回数を重ねる毎のヒントを設定で

きます。 

 

５．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

カテゴリの中に穴埋め問題が作成されました。 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 
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６．問題はこのように出題されます。（プレビュー） 
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 「小テスト」 多肢選択問題を作成する 

 

多肢選択問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「多肢選択問題」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

・カテゴリ・・・この問題を入れるカテゴリを選べます。 

② 

① 

② 

① 

② 
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３．①デフォルト評点に、この問題が正解したときの評点を入力します。 

初期値は１です。 

②単一の解答なのか、複数の解答なのかを選びます。 

 

・全体に対するフィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。学生が問題を理解できない場

合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるようにすることもできます。 

・選択肢をシャッフルしますか？ Yes/No 

Yes にした場合、それぞれの受験で答えの順番がランダムにシャッフルされま

す。 

小テストの基本設定で「問題内部をシャッフルする」を「Yes」にする必要があり

ます。 

・選択肢に番号付けしますか？ 

選択肢への番号の付け方、もしくはつけないを選びます。 

 

 

 

  

① 

② 
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４．選択肢を設定します。初期状態で５件まで選択肢を設定できます。 

①選択肢１を入力します。 

②選択肢１の評点を選びます。この問題の全ての正解の合計が 100％になる必要が 

 あります。 

①と②を必要な分繰り返します。 

 
※複数解答にした場合、評点は複数解答全てで 100％になるよう設定します。 

 間違った選択肢にマイナス評点をつけることもできます。 

 単一解答にした場合は、その１つの解答で 100%になるよう設定します。 

・フィードバック 

その解答が選ばれたときに表示されるメッセージを入力します。入力しなくて

もかまいません。 

・さらに３件の選択肢入力欄を追加する 

３件ずつ入力欄を増やせます。 
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５. すべての正答、部分的に正しい解答、すべての不正解に対するフィードバックを設定します。

入力しなくてもかまいません。 
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６．複数受験に対する設定をします。（小テストの問題動作設定で、「アダプティブモード」または

「複数受験インタラクティブ」の設定をしたとき） 

 

・それぞれの不正解に対するペナルティ 

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験 問題に対する

ヒントを入力できます。「アダプティブモード」または「複数受験インタラクティブ」

動作を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の受験に何点のペ

ナルティが課せられるかコントロールします。 

※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペナルティが  

0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 点を取得します。 

2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得。そして、3 回目の受験で

正解した場合、学生は 1 点を取得します。 

・ヒント 

問題に対してのヒントを入力できます。受験回数を重ねる毎のヒントを設定で

きます。 
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７．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

カテゴリの中に多肢選択問題が作成されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 

 

８．問題はこのように出題されます。（プレビュー） 
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 「小テスト」記述問題を作成する 

 

記述問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「記述問題」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

・カテゴリ 

この問題を入れるカテゴリを選べます。 

 

 

② 

① 

② 

① 

② 
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３．①デフォルト評点に、この問題が正解したときの評点を入力します。 

初期値は１です。 

②大文字小文字の区別をするかしないかを選びます。 

 

・全体に対するフィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。 

学生が問題を理解できない場合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるよ

うにすることもできます。 

  

① 

② 
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４．答えとして考え得る文字を入力します。 ここで設定された文字列が正解となります。 

評点はそれぞれ 100%です。 

 

・さらに３件の選択肢入力欄を追加する 

３件づつ入力欄を増やせます。 
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５．複数受験に対する設定をします。（小テストの問題動作設定で、アダプティブまたは複数受

験インタラクティブの設定をしたとき） 

 
・それぞれの不正解に対するペナルティ 

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験 問題に対する

ヒントを入力できます。「アダプティブモード」または「複数受験インタラクティブ」

動作を使用して問題を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の

受験に何点のペナルティが課せられるかコントロールします。 

※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペナルティが 

0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 点を取得します。 

2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得。そして、3 回目の受験で

正解した場合、学生は 1 点を取得します。 

・ヒント 

問題に対してのヒントを入力できます。受験回数を重ねる毎のヒントを設定で

きます。 
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６．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

カテゴリの中に多肢選択問題が作成されました。 

 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 

 

７．問題はこのように出題されます。（プレビュー） 
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 「小テスト」数値問題を作成する 

 

シンプル計算問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「数値問題」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

① 

② 

②  

①  
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３．デフォルト評点に、この問題が正解したときの評点を入力します。 

初期値は１です。 

 

 

 

 

 

 

 

・全体に対するフィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。 

学生が問題を理解できない場合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるよ

うにすることもできます。 

 

４．①解答を入力します 

 ②解答で許容するエラー範囲を決めます 

③ 評点を決めます 

④ 正解以外の解答にフィードバックを残す場合は「*」を入力します 

⑤ 正解以外の解答向けのフィードバックを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  ②  ③  

④  

⑤  
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５．①単位処理タイプを選びます。 

 ②単位処理タイプで「単位は必須であり、評定されます。」を選んだ場合、単位を間 

 違えた場合のペナルティを設定します。 

③単位の入力方法を選びます。 

④単位の表示位置を選びます。 

⑤単位と乗数を設定します。（1cmが正解なら単位は cｍ乗数は 1 。 mmなら乗数 10。 

mなら乗数 0.01。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 
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６．複数受験に対する設定をします。（小テストの問題動作設定で、「アダプティブモード」または

「複数受験インタラクティブ」の設定をしたとき）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの不正解に対するペナルティ 

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験 問題に対する

ヒントを入力できます。「アダプティブモード」または「複数受験インタラクティブ」

動作を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の受験に何点のペ

ナルティが課せられるかコントロールします。 

※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペナルティが  

0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 点を取得します。 

2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得。そして、3 回目の受験で

正解した場合、学生は 1 点を取得します。 

・ヒント 

問題に対してのヒントを入力できます。受験回数を重ねる毎のヒントを設定で

きます。 
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７．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

カテゴリの中に多肢選択問題が作成されました。 

 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 

 

８．問題はこのように出題されます。（プレビュー） 
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 「小テスト」シンプル計算問題を作成する 

 

シンプル計算問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「シンプル計算問題」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題例「{a}+{b}の答えは？」（a,bの値は変数で、この後設定します。） 

  

② 

① 

② 

① 

② 
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３．デフォルト評点に、この問題が正解したときの評点を入力します。 

初期値は１です。 

 

 

 

 

 

 

 

・全体に対するフィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。 

学生が問題を理解できない場合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるよ

うにすることもできます。 

 

４．①答え１の公式に、問題文の数式部分を記入して得点を設定します。 

②許容誤差を記入します。 

③許容誤差のタイプを選びます。※ 

④答え表示の桁数を選びます。 

⑤正解の表示形式を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※許容誤差タイプ（許容誤差=0.5、正解=100の場合を想定） 

相対度数：正解と許容誤差をかけた数値が許容誤差になります。 

正解=100 ×0.5 +-50が許容誤差（50～150） 

名義尺度：許容誤差の値がそのまま使用されます。 

正解=100 +-0.5が許容誤差（99.5～100.5） 

・フィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。 

  

① 
②  ③  
④  ⑤  
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５．①単位処理方法を選びます。 

 ②単位処理タイプで「単位は必須であり、評定されます。」を選んだ場合、単位を間 

 違えた場合のペナルティを設定します。 

③単位の入力方法を選びます。 

④単位の表示位置を選びます。 

⑤単位と乗数を設定します。（1cmが正解なら単位はcｍ乗数は1 。 mmなら乗数10。 

mなら乗数 0.01。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．複数受験に対する設定をします。（小テストの問題動作設定で、「アダプティブモード」または

「複数受験インタラクティブ」の設定をしたとき）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの不正解に対するペナルティ 

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験 問題に対する

ヒントを入力できます。「アダプティブモード」または「複数受験インタラクティブ」

動作を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の受験に何点のペ

ナルティが課せられるかコントロールします。 

①  

②  
③  

④  

⑤  
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※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペナルティが  

0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 点を取得します。 

2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得。そして、3 回目の受験で

正解した場合、学生は 1 点を取得します。 

・ヒント 

問題に対してのヒントを入力できます。受験回数を重ねる毎のヒントを設定で

きます。 

 

７．「正解の公式に登録されているワイルドカード{x...}を探す」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

８．新たに表示される<<値の生成に使用されるワイルドカードパラメータ>>をクリックしま

す。 
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９．①変数{a}{b}それぞれの値域を設定します。初期値は 1.0～10.0になっています。 

 ②<<生成>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．<<ワイルドカード値>>をクリックして、ワイルドカード値を確認できます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  

②  
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１１．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

カテゴリの中に穴埋め問題が作成されました。 

 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 

 

１２．問題はこのように出題されます。（プレビュー） 
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 「小テスト」組み合わせ問題を作成する 

 

組み合わせ問題を作成します。 

 

１．①問題タイプを選択する画面で、「組み合わせ問題」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．①「問題名」を入力します。問題名は学生からは見えませんが、問題が大量になったときに

探し出すための名前になりますから、わかりやすいものにする必要があります。 

②「問題テキスト」に問題を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 

② 

① 

② 
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３．デフォルト評点に、この問題が正解したときの評点を入力します。 

初期値は１です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体に対するフィードバック 

全ての学生に対するメッセージを記入できます。 

学生が問題を理解できない場合、さらなる情報のリンクを与えて利用できるよ

うにすることもできます。 

・シャッフル 

この設定を有効にした場合、問題 (答え) の組み合わせが受験ごとにラ 

ンダムにシャッフルされます。同時に、活動設定内の「問題内部をシャ 

ッフルする」を有効にする必要があります。 
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４．正解の組み合わせを設定します。初期状態で３件まで問題肢を設定できます。 

①問題肢１を入力します。 

②選択肢１の答えを入力します。 

① と②を必要な分繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さらに３件の選択肢入力欄を追加する 

３件づつ入力欄を増やせます。 

 

５. すべての正答、部分的に正しい解答、すべての不正解に対するフィードバックを設定しま

す。入力しなくてもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ①  
②  
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６．複数受験に対する設定をします。（小テストの問題動作設定で、「アダプティブモード」または

「複数受験インタラクティブ」の設定をしたとき） 

 

・それぞれの不正解に対するペナルティ 

学生が問題を正解できるまで複数回受験できるよう、「複数受験 問題に対する

ヒントを入力できます。「アダプティブモード」または「複数受験インタラクティブ」

動作を実行する場合、このオプションではそれぞれの不正解の受験に何点のペ

ナルティが課せられるかコントロールします。 

※ペナルティは問題評点合計の割合です。問題の正解が 3 点、ペナルティが  

0.3333333 の場合、学生が最初に正解することで 3 点を取得します。 

2 回目の受験で正解した場合、学生は 2 点を取得。そして、3 回目の受験で

正解した場合、学生は 1 点を取得します。 

・ヒント 

問題に対してのヒントを入力できます。受験回数を重ねる毎のヒントを設定で

きます。 
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７．設定が終了したら<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

カテゴリの中に多肢選択問題が作成されました。 

  ※問題を作成し終えたら、画面上部の「コース名」をクリックして 

   コース画面に戻ります。 

 

８．問題はこのように出題されます。（プレビュー） 

 「小テスト」カテゴリから小テストに問題を配置する 
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カテゴリ内の問題を小テストに配置します。 

 

１．コース上で問題を配置したい<<小テスト名>>をクリックします。 

 

2．<<小テストを編集する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※<<小テストを編集する>>は管理ブロックにも 

あります。  
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３．小テストの編集画面の右下≪追加≫ボタンをクリックし「問題バンクから」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．①「問題バンクから末尾に追加する」ダイアログボックスが表示されますので、追加したい問

題のあるカテゴリを選びます。 

  ②カテゴリ内に作成した問題が現れるので、追加したい問題のチェックボックスにチェック

を入れます。 

③<<選択した問題を小テストに追加する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 

③ 

② 
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５．小テストに問題が配置されました。 

<<保存>>ボタンをクリックして保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※小テストが一度でも受験されると、配置された問題への問題の追加や 

   削除はできなくなります。 
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 「小テスト」をプレビューする 

 

１．コース上からプレビューしたい<<小テスト名>>をクリックします。 

 

２．<<小テストをプレビューする>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実際に答えて進めていき、答え終わったら<<テスト終了>>をクリックします。 
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４．≪すべてを送信して終了する≫をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．確認画面で再度<<すべてを送信して終了する>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

６．小テストの基本設定で「遅延フィードバック」が選択されているため、受験終了後にフィード

バックが表示されています。 

<<レビューを終了する>>をクリックしてプレビューを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小テストの基本設定の「アダプティブモード」や「複数受験インタラクティブ」を選んでいると

フィードバックは受験中に表示されます。（レビューオプションで、受験中の表示チェックも必

要です。） 
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 「小テスト」の受験結果を確認する 

 

学生の受験後に受験状況を確認と結果の確認をします。 

 

１．コース上から確認したい<<小テスト名>>をクリックします。 

 

２．<<受験件数>>または、「管理ブロック」にある<<受験結果>>をクリックします。 

※<<受験件数>>は、受験件数が０件の場合は表示されません。 

  



4活動の作成  
4-4「小テスト」の作成  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

212 

３．①「受験者」のプルダウンメニューから 

<<小テストを受験したことのある、または受験したことのない登録済みユーザ>>を

選びます。 

②<<レポートを表示する>>ボタンをクリックします。 

③レポートが表示されます。 

 

① 

② 

③ 
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４．レポートをエクセル形式でダウンロードできます。 

①「テーブルデータをダウンロードする」のプルダウンメニューから 

<<Microsoft Excel(.xlsx)>を選びます。 

② <<ダウンロード>>ボタンをクリックします。 

 

 ※MicroSoft Edgeではダウンロードしたファイルが文字化けしてしまいます。 

  GoogleChromeの利用を推奨します。 

 

５．Excel形式のファイルがダウンロードされます。 

 

  

① 
② 
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６．Excelでレポートを見ることができました。 

 

 ※google chromeでエクスポートファイルを開こうとすると、下図のエラーが発生す

るときがあります。 

最初のエラー表示で「はい」を、次の表示で「閉じる」を選んでファイルを開いてくださ

い。 

 
  ※このエラーはコース名に、コロン「:」円記号「\」疑問符「?」角かっこ「[ ]」 

スラッシュ「/」アスタリスク「*」シングルクォーテーション「'」が含まれると発生します。

エクセルシート名にコース名が反映されますが、エクセルシート名ではこれらの文字が

使用できないためです。 
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 「小テスト」の問題を複製する 

 

作成した問題を複製できます。同じタイプの問題でデフォルト評点や選択肢への番号付けなど

の設定をしている場合、新しく１から作成するよりも、複製して問題内容を変更するほうが手

間が省けます。また複製した問題を、他のカテゴリに移動させて別に管理することもできます。 

 

１．①「管理ブロック」内の<<問題バンク>>の左側の▶マークをクリックします。 

②<<問題>>をクリックします。 

 

 

２．「カテゴリを選択してください」の右の矢印ボタンをクリックして、複製したい問題があるカ

テゴリを選びます。 

 

 

① 

② 
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３．問題名右側の<<複製アイコン >>をクリックします。 

 

４．各問題タイプに応じた編集画面が表示されます。 

  コピーした問題をベースに、新しい問題を作成する場合はこの画面で問題内容の変更がで

きます。コピーだけする場合は５．に進みます。 
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５．ページ最下部の<<変更を保存する>>ボタンをクリックして複製を完了します。 

 

６．問題バンクに問題の複製ができました。 
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 「小テスト」のカテゴリ間で問題を移動する 

 

カテゴリが２つ以上ある場合、カテゴリ間で問題の移動が可能です。問題を作成した後にカテ

ゴリ分けをしたかったり、特定の問題だけを別のカテゴリで管理したい場合に有用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．①「管理ブロック」内の<<問題バンク>>の左側の▶マークをクリックします。 

②<<問題>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

デフォルトカテゴリ 
（親カテゴリ） 
例：全体問題 
 問題 TOEIC-1 
 問題 TOEIC-2 
 問題 単語-1 
 問題 単語-2 
  問題 文法-1 
 問題 文法-2 
 
カテゴリ A 
例：第一回講義 

カテゴリ B 
例：第二回講義 

デフォルトカテゴリ 
（親カテゴリ） 
例：全体問題 
 

 

 

カテゴリ A 
例：第一回講義 
 問題 TOEIC-1 
 問題 単語-1 
 問題 文法-1 
 

カテゴリ B 
例：第二回講義 
 問題 TOEIC-2 
 問題 単語-2 
問題 文法-2 

移動 

図のように全体問題があっ
た親カテゴリから、講義時間
毎の子カテゴリに問題を移
動できます。 
 
子カテゴリから親カテゴリに
も問題を移動できます。 
 
子カテゴリ同士での問題移
動も可能です。 
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２．「カテゴリを選択してください」の右の矢印ボタンをクリックして、移動させたい問題がある

カテゴリを選びます。 

 

 

３．移動させたい問題左側のチェックボックスにチェックを入れます。複数選択可能です。 
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４．ページ下のプルダウンメニューから移動先のカテゴリを選びます。 

 

５．<<移動>>ボタンをクリックします。 
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６．移動先カテゴリの問題が表示されます。問題が移動されました。 
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 「小テスト」の問題エクスポート・インポート 

 

カテゴリ毎に問題をエクスポートして、他のコースのカテゴリにインポートすることができます。 

 

１．画面左側の管理ブロックにある<<問題バンク>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．エクスポートしたいカテゴリを選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．画面左側の管理ブロックにある<<エクスポート>>をクリックします。 
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４．①ファイルフォーマットからフォーマットを選びます。（GIFTフォーマットで良    

   い）。 

②カテゴリを選びなおせます。 

③<<問題をファイルにエクスポートする>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．GIFTフォーマットファイルが保存されます。 

  

① 

② 

③ 
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７．<<続ける>>ボタンをクリックしてカテゴリ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．問題をインポートしたい別のコースに入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．画面左側の管理ブロックにある<<問題バンク>>をクリックします 
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１０．<<インポート>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．エクスポートファイルと同じフォーマットを選びます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．ファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

  ファイルを選択する欄にインポートしたいファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここにファイルをドラッグ＆ドロップして 

アップロードします。 
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・<<ファイルを選択する>>ボタンからアップロードする方法 

① <<ファイルを選択する>>ボタンをクリックします。 

② ファイルピッカが表示されるので<<参照>>ボタンをクリックします。 

③ エクスポートしたファイルを選びます。 

④ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑤ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．<<インポート>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  

②  

③  

④  

⑤  
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１４．確認画面が表示されるので確認後<<続ける>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．エクスポートしたカテゴリ名でインポートされました。 
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 「投票」を作成する 

 

「投票」は、クリッカーのように講義中に学生に回答させて、即座に集計結果を見ることができ

ます。 

 

１．「投票」を作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

２．「投票」を作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックします。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピックの作成」をご覧くだ

さい。 
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３．①「投票」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

４．名称と説明を記入します 

①投票名を記入します。（必須） 

②説明を記入します。これが設問内容となります。 

 

・「コースページに説明を表示する」 

チェックボックスのチェックを入れると説明文が表示されます。 

・オプション表示モード 水平に表示する/垂直に表示する 

回答の並び方を選べます。 

 

① 

② 

① 

② 
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５． オプション１から選択肢を記入していきます。 

・投票内容の更新を許可する Yes/No 

Yesを選ぶと投票した内容の変更を許可します。 

 ・２つ以上の選択を許可する Yes/No 

・投稿可能回数を制限する Yes/No 

Yesを選ぶと選択肢毎に選択される最大数を設定できます。 

選択が最大数になると、その選択肢を選択できなくなります。 

・制限 

「投稿可能回数を制限する」でYesにした場合、最大選択数の設定ができます。 

・フィールド３個をフォームに追加する 

選択肢を５個以上にしたい場合はこのボタンをクリックして３個づつフィールド

を増やせます。 
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６．利用を設定します。 

 

・プレビューを表示する 

投票の送信が開始される前に学生が利用可能なオプションをプレビューできるようにし

ます。 

 

７．結果を設定します。 

 

・投票結果を公開する 

学生に投票結果を公開しない：学生に投票結果を公開しません。 

投票した後、学生に投票結果を表示する：投票した学生は投票結果を見ること

ができます。 

この投票全体が終了した場合のみ、学生に投票結果を表示する：投票期間を設

定した場合、投票期間終了後に投票結果が公開されます。 

常に学生に投票結果を表示する：投票をしていない学生でも、いつでも投票結

果を見ることができます。 

・投票結果のプライバシー 

投票結果を匿名で公開する：学生の氏名を表示しない：学生の氏名が表示され

ません。 

投票結果すべてを公開する：学生の氏名および投票内容を表示する：学生の氏

名と回答が表示されます。 

・未投票のカラムを表示する Yes/No 

Yesにすると、未投票者がどれくらいいるのかがわかります。 

 ・利用停止ユーザーからの回答を含む Yes/No 
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８．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 

 

９．投票が作成されました。 
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 「投票」をプレビューする 

 

１．コース上からプレビューしたい<<投票名>>をクリックします。 

 

２．適当な回答にチェックを入れて<<私の投票を保存する>>ボタンをクリックします。 
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３．「投票した後、学生に投票結果を表示する」設定と、「投票結果を匿名で公開する、学生の氏

名を表示しない」設定にしているため、投票後すぐに匿名で投票結果が表示されました。 

※プレビューで設定した通りの挙動かを確認します。 

※プレビュー時の投票も集計に反映されるため、挙動確認後は自身の投票を削除 

 してください。 

 

４．プレビューの結果を削除します。 

<<１件の投票結果を表示する>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 



4活動の作成  
4-5投票の作成  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

235 

５．①自分自身のアカウントにチェックを入れます 

②<<操作を選択する>>で<<削除>>をクリックします。 

 

  

① 

② 
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 「投票」の結果を確認する 

 

１．コース上からプレビューしたい<<投票名>>をクリックします。 

 

2．<<○件の投票結果を表示する>>をクリックします。 
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3．<<Excelフォーマットでダウンロードする>>をクリックします。 

 

 

4．Excel形式のファイルがダウンロードされます。 

 

 

５．Excelで結果を見ることができました。 
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「チャット」を作成する 

 

「チャット」は、学生同士および学生と教員でリアルタイムにセッションが可能です。 

 

１．「チャット」を作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

２．「チャット」を作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>を 

クリックします。トピックの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「トピックの

作成」をご覧ください。 
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３．①「チャット」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

４．名称と説明を記入します 

①チャット名を記入します。（必須） 

②説明を記入します。（必須） 

 

・「コースページに説明を表示する」 

チェックボックスのチェックを入れると説明文が表示されます。 

  

① 

② 

① 

② 
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５．チャットセッションの設定 

 

・次回のチャット時間 

セッションが開始される時間がチャットページのトップに表示されます。 

この設定はチャットを行う時間を制限するものではなく、セッションを始める参

加者が集まる約束時間として考えます。チャット自体は作成直後から誰でもが

入室し、発言できます。 

・セッション時間の繰り返し公開 

チャット時間を公開しない：チャットページのトップにチャットの時間が表示され

ません。 

繰り返しなし-指定した時間のみ公開する：セッションを繰り返しません。 

毎日同じ時間に：毎日同じ時間にセッションが開始されます。 

毎週同じ時間に：毎週同じ時間にセッションが開始されます。 

・セッションの保存期間 

過去のセッションを保存しておく期間を設定します。 

・すべての人が過去のセッションを閲覧できる Yes/No 

Yesを選ぶと学生も教員もすべての人が過去のセッションを閲覧できます。 

Noを選ぶと、教員だけが過去セッションを閲覧できます。 

 

６．設定が済んだら<<保存してコースに戻る>>をクリックします。 
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７．チャットが作成されました。 

<<チャット名>>をクリックするとチャットページのトップに移動します。 

 

–８．<<ここをクリックしてチャットルームに入室する>>をクリックすると、チャットに入れます。 
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 「ワークショップ」を作成する 

 

「ワークショップ」では、提出した課題を学生同士が相互評価できます。また、その課題と評価

に対して教員が評点をつけることができます。下図は「ワークショップ」のおおまかな流れを示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「ワークショップ」を作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評点決定 
コース評定表に自動的に記載 
 

ワークショップの作成 

セットアップフェーズ 

提出フェーズ 

評価フェーズ 

成績評価フェーズ 

終了フェーズ 

学生 教員 

ワークショップの説明設定 

提出インストラクションの設定 
評価インストラクションの設定 
結論の設定 

評価フォームの作成 

提出例の作成 
 

学生の課題提出後 

課題に対する学生（評価者）の割り
当て設定 
 

課題に対する教員の評価を実施 
学生の評価に対する教員の評価を実施 
 

課題提出 

相互評価 

評定表確認 



4活動の作成  
4-7ワークショップの作成（旧バージョン対応です）  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

243 

２．「ワークショップ」を作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>を 

クリックします。トピックの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「トピックの

作成」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．①「ワークショップ」にチェックを入れます。②<<追加>>ボタンをクリックします。 
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４．名称と説明を記入します 

(ア) 「ワークショップ」名を記入します。（必須） 

(イ) 説明を記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コースページに説明を表示する 

チェックボックスのチェックを外すと説明文は表示されません。 

 

５．評定設定の設定 

 

 

 

 

 

 

・評定方法 

累積評価：指定されたアスペクト（評価項目）に関してコメントおよび評点が与え

られます。 

コメント：指定されたアスペクト（評価項目）にコメントが与えられますが評点は

与えられません。 

エラー数：指定された条件に関してコメントおよび yes/no 評価が与えられま

す。 

ルーブリック：指定されたクライテリア（事前に設定した評価の基準）に関してレ

ベル評価が与えられます。 

 

 

 

② 

①  
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・提出に対する評点 

提出に対する評点とは、対象学生の提出課題に対するピア評価の点数です。 

設定された評価法に基づき点数化されます。 

この設定では提出された課題が取得することのできる最大評点を設定します。 

 

・評価に対する評点  

評価に対する評点とは、対象学生の評価者としての点数です。 

同じ課題に対する複数の評価者の平均に近い評価ができると満点に近づきま

す。この設定では提出の評価に関して取得する最大評点を設定します。 

「評価に対する評点」が必要なければ 0に設定します。 

・評点の小数位 

評点の小数位を設定します。 

 

６．提出設定の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提出のインストラクション 

提出に関しての説明や指示を記入します。 

・提出の最大添付数 

提出するファイルの最大数を指定します。 

・最大提出添付サイズ   

提出できる最大容量を指定します。 

・提出期限後の提出 

この設定を有効にした場合、作成者は提出期限後または「評価フェーズ」時に課

題を提出することができます。提出期限前の提出は編集、再提出ができますが、

提出期限後の提出は編集、再提出することができません。 

 

https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/modedit.php?add=workshop&type=&course=160&section=1&return=0&sr=0
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７．評価設定の設定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価のインストラクション 

評価に関しての観点や、評価方法などについて記入します。 

・自己評価を使用する 

この設定を有効にした場合、学生は自己評価するために評価者として自分の提

出に割り当てられます。また、自分自身の提出に対する評定に加えて評価に対

する評点を受け取ります。 

 

８．フィードバックの設定 
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・全体フィードバックモード 

この設定を有効にした場合、評価フォーム下部にテキストフィールドが表示され

ます。評価者はそこに提出の全体評価を入力、または評価に関する追加的な説

明を入力することができます。 

・全体フィードバックの最大添付数 

添付するファイルの最大数を指定します。 

・最大提出添付サイズ   

添付できる最大容量を指定します。（規定値から変更できません） 

・結論 

結論は活動の最後に参加者に対して表示されます。 

 

９．提出例の設定 

 

 

 

 

・提出例を使用する 

この設定を有効にした場合、学生は 1 つまたはそれ以上の提出例の評価を

試すことができます。また、自分が評価した内容を参考評価と比較すること

ができます。ここでの評定は評価の評定にはカウントされません。 

・評価例のモード 

提出例を使用するにチェックを入れた場合、評価例のモードを設定できます。 

：提出例の評価は任意です 

：自身の提出前に提出例を評価する必要があります 

：提出例は自身の提出後に利用することができ、相互評価前に評価する必要が

あります。 
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１０．利用の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提出開始日時 

提出を開始する日時を設定します。 

・提出終了日時 

提出ができる最終日時を設定します。 

・提出終了日時後、次のフェーズに移行する 

提出終了日時を指定した上でこの設定を有効にした場合、提出終了日時後に

「ワークショップ」は自動的に「評価フェーズ」に移行します。 

この機能を有効にした場合、同時に「ワークショッププランナー」（後述）画面の

「提出フェーズ」内で、「スケジュール割り当てのセットアップ」をお勧めします。

スケジュール割り当てが済んでいない場合、「ワークショップ」自体が「評価フェ

ーズ」に移行しても学生は評価を実施することができません。 

・評価開始日時 

評価を開始する日時を設定します。 

・評価終了日時 

評価ができる最終日時を設定します。 

 

 

１１．設定が済んだら<<保存して表示する>>をクリックします。 
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１２．「ワークショップ」が作成され「ワークショッププランナー」画面が表示されます。 
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 セットアップフェーズ 

 

「ワークショップ」作成後は、「ワークショッププランナー」画面を使って講義の進行に合わせて

フェーズを進めていきます。 

学生に課題を提出させる前に、「セットアップフェーズ」でセットアップを行います。 

 

１．「ワークショップ説明を設定する」と「提出のインストラクションを記述する」を設定 

 します。それぞれの文をクリックすると、設定画面になります。これらは「一般設定」の設定

時と「提出設定」の設定時に入力してあれば、緑色の完了チェックが付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「評価フォームを編集する」で、学生が評価するためのフォームを作成します。 

文をクリックすると設定画面に移ります。 
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３．下図は「評定設定」の設定時に「評定方法」を「ルーブリック」にした場合の画面で 

す。この「評価フォームを編集する」が完了していないと、「評価フェーズ」に移行しても学

生は評価ができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クライテリア 

評価の基準となる文章を記述します。 

・レベル評価および定義 

評価の選択肢とそれぞれのレベルを設定します。 

・さらに 2個のクライテリアを追加する 

このボタンで 2個のクライテリアを追加できます。 

・ルーブリック設定 

リスト形式か、グリッド形式かを選べます。 
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４．「提出例を準備する」は、「提出例」の設定時に「提出例を使用する」にチェックを入れている

と表示されます。<<提出例を追加する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．表示された画面で「提出例」の設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タイトル 

「提出例」のタイトルを記入します。 

・提出コンテンツ 

「提出コンテンツ」の例を記述します。 
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・添付 

ドラッグ＆ドロップかファイルの選択で「提出例」のファイルを添付します。 

６．設定が終了したら<<変更を保存する>>をクリックします。 

 

 

７．「提出例」には参考になる評価も付け加える必要があります。 

<<続ける>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．「提出例」に評価をつけて<<保存して閉じる>>ボタンをクリックします。 
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 提出フェーズ 

 

１．「ワークショッププランナー」画面で「提出フェーズ」の<<強調表示アイコン>>

をクリッして「提出フェーズ」に移行します。確認のダイアログが表示されますから<<続け

る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「ワークショッププランナー」画面で「提出フェーズ」に移行しました。 

学生はこの時点で課題の提出ができるようになります。 
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３．「評価のインストラクションを記述する」を設定します。文をクリックすると、設定画面になり

ます。「評価設定」の設定時に「評価のインストラクション」の記入をしてあれば、緑色の完了

チェックが付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「提出を割り当てる」を設定します。文をクリックすると、設定画面になります。 
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５．「提出を割り当てる」には「手動割り当て」、「ランダム割り当て」「スケジュール割り当て」の３

種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「手動割り当て」では、学生が課題を提出済みであれば「評価者を追加する」のプルダウンメ

ニューから１人ずつ割り当てることができます。「評価対象者を追加する」は自動的に追加さ

れていきます。「評価対象者を追加する」のプルダウンから設定しても「評価者を追加する」

は自動的に追加されます。 
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７．「ランダム割り当て」では、学生が提出済みの場合、提出あたりもしくは評価者あたりの指定

したレビュー数でランダムな割り当てが自動的に行われます。<<変更を保存する>>ボタ

ンで設定内容を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レビュー数 

提出当たりまたは評価者当たりとするかを選択し、提出当たりもしくは評価者

当たりのレビュー数を指定します。 

・現在の割り当てを解除する 

チェックを入れると、既に割り当てがされている場合には解除されます。 

・参加者は何も提出せずに評価できる 

チェックを入れると、学生は課題を提出しなくても評価できるようになります。

（提出をしていない学生も評価者として割り当てられます） 

・自己評価を追加する 

「評価設定」で「自己評価を使用する」にチェックを入れている場合、チェック

ボックスが表示されます。チェックをすると自分の提出した課題の評価者として

割り当てられます。 
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８．「スケジュール割り当て」では、「利用」の設定時に「提出終了日時後、次のフェーズに移行す

る」チェックボックスにチェックをいれている場合、「提出フェーズ」の後、提出あたりもしく

は評価者あたりの指定したレビュー数でランダムな割り当てが自動的に行われます。<<変

更を保存する>>ボタンで設定内容を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スケジュール割り当てを有効にする 

チェックを入れるとスケジュールによる自動割り当てが有効になります。 

・ステータス 

現在のスケジュール割り当ての状態を示しています。 

・割り当て設定 

「ランダム割り当て」と同じ設定内容です。 
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 評価フェーズ 

 

１．「ワークショッププランナー」画面で「評価フェーズ」の<<強調表示アイコン>>

をクリッして「評価フェーズ」に移行します。確認のダイアログが表示されますから<<続け

る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「ワークショッププランナー」画面で「提出フェーズ」に移行しました。 

学生はこの時点で相互評価ができるようになります。 
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 成績評価フェーズ 

 

１．学生の相互評価が終わったら、「ワークショッププランナー」画面で「成績評価フェーズ」の

<<強調表示アイコン>> をクリッして「成績評価フェーズ」に移行します。確認の

ダイアログが表示されますから<<続ける>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「ワークショッププランナー」画面で「成績評価フェーズ」に移行しました。教員からの評価は

このフェーズから行うことができます。 
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３．課題に対する教員からの評価は、「提出」の下の課題名をクリックします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．<<評価>>ボタンをクリックします。 
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５．フォームで評価を行い、必要であれば評価加重を設定した後<<保存して閉じる>>ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 学生が相互に与えた評価についての評価修正は、各評点をクリックします。 

「評定設定」で「評価に対する評点」を 0 に設定している場合、この評価修正は必要ありま

せん。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学生の評価に対する評点は、平均点数に近いものほど満点に近づきます。また、教員の評価

でオーバーライドすることもできます。 



4活動の作成  
4-7ワークショップの作成（旧バージョン対応です）  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

263 

７．必要であれば「評価加重」を設定します。「評価に対する評点をオーバーライドする」で評点

を選び、「評価者に対するフィードバック」を記入したら<<保存して閉じる>>をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．評定を終えたら、<<評定を再計算する>>ボタンをクリックします。 
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 終了フェーズ 

１．評定計算が終わったら、「ワークショッププランナー」画面で「終了フェーズ」の<<強調表示

アイコン>>をク リックして「終了フェーズ」に移行します。確認のダイアログが表

示されますから<<続ける>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「ワークショッププランナー」画面で「終了フェーズ」に移行しました。この時点でコースの評

定表に評点が記載されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            コース評定表に記載された評点 
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 「データベース」を作成する 

 

「データベース」は、教師や学生があらかじめ定めたレコードエントリのデータバンクを構築し、

表示と検索を行うことができます。画像、ファイル、URI、数値およびテキスト等のデータが利

用可能です。 

 

１．「データベース」を作成したいコースに移動します。 

コースの作成については「Moodle 教材作成マニュアル」の「コース作成」をご覧ください。

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「データベース」を作成したいトピックの<<活動またはリソースを追加する>>をクリックし

ます。 

トピックの作成については「Moodle教材作成マニュアル」の「トピックの作成」をご覧くだ

さい。 
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３．①「データベース」にチェックを入れます。 

②<<追加>>ボタンをクリックします。 

 

４．名称と説明を記入します。（必須） 

①名称に課題名を記入します。 

③説明を記入します。データベースに関わる必要な要件を明示してください。 

④「コースページに説明を表示する」にチェックを入れます。 

④<<保存してコースに戻る>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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※詳細な設定については「「データベース」の基本設定」をご覧ください。 

５．「データベース」が作成されました。 
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 「データベース」のフィールド設定 

１． フィールドの設定をします。コース画面で<<データベース名>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． フィールドが未定義の旨のメッセージが表示されているので、<<選択>>のプルダウン

メニューから必要な分だけフィールドを設定します。 
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３．「URL」フィールド 

 ユーザーにURLの入力を求めます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ <<URL にオートリンクする>>チェックを入れると、入力された URL がリンクにな

ります。 

④ <<リンクを新しいウィンドウで開く>>にチェックを入れると、リンク先が新しいペー

ジやタグに表示されます。 

⑤ 強制リンク名を入力すると、このリンク名がリンク先となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「チェックボックス」フィールド 

 チェックボックスを配置して、分類や評価を入力させます。複数選択可能になります。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 分類や評価の項目を 1行に 1項目で入力します。 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 
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５．「ラジオボタン」フィールド 

 ラジオボタンを配置して、分類や評価を入力させます。単一で選択のみできます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 分類や評価の項目を 1行に 1項目で入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「ファイル」フィールド 

 データベースにファイルを添付させます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ プルダウンメニューから最大ファイルサイズを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 
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７．「テキストエリア」フィールド 

 データベースにテキストを入力させます。（HTML形式可） 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 幅を入力します。 

④ 高さを入力します。 

⑤ テキスト中に埋め込めるファイルの最大サイズを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．「テキスト」フィールド 

 60文字までのテキストを入力させます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ オートリンクの許可・不許可を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

③  

②  

④  

⑤  

①  

②  

③  
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９．「メニュー」フィールド 

 メニューに表示された選択肢から 1つを選ばせます。 

①  フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 分類や評価の項目を 1行に 1項目で入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．「マルチメニュー」フィールド 

 メニューに表示された選択肢から複数を選ばせることが可能です。※ 

①  フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 分類や評価の項目を 1行に 1項目で入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※実際に複数を選ぶには、オプションキー（Mac）Ctrlキー（Windows）を押し 

ながら選択します。 

 

  

①  

②  

③  

②  

③  

①  
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１１．「数値」フィールド 

 数値の入力を求めます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

１２．「日付」フィールド 

 日付の入力を求めます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  
①  

②  
①  
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１３．「画像」フィールド 

 画像ファイルのアップロードを求めます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 個別表示のときの幅を設定します。（pixel） 

④ 個別表示のときの高さを設定します。（pixel） 

⑤ 一覧表示のときの幅を設定します。（pixel） 

⑥ 一覧表示のときの高さを設定します。（pixel） 

⑦ ファイルのアップロード上限サイズを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．「緯度/経度」フィールド 

 緯度/経度の入力を求めます。 

① フィールド名を入力します。 

② フィールドの説明を入力します。 

③ 緯度/経度を反映させるMapサービスを選びます。 

④ KMLファイルのラベルの付け方を選びます。 

 

 

 

 

 

 

  

0 

0 

0 

0 

0 

①  
②  

③  
④  

⑥  
⑤  

⑦  

①  

②  

③  

④  
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１５．それぞれのフィールドは「追加」ボタンをクリックするとデータベースに追加されます。 

 

 

 

 

 

１６．必要なフィールドを揃えたら、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．テンプレートを確立させます。<<テンプレート>>タブをクリックします。テンプレートを

確立しないと、データベースの閲覧などができません。 
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１８．<<テンプレートを保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この画面では、各テンプレートのレイアウトなどを編集できます。HTMLと CSSも利用可能

です。（ここではデフォルトのままにしています） 

 

１９．テンプレートが保存できました。 
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 「データベース」の基本設定 

 

１．「データベース」の基本設定をします。 

小テスト名の横の<<編集>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．メニューから<<設定を編集する>>を選びます。 
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３．①名称に適した名前に変更します。入力済みの名前のままでよければ変更しません。 

②適した説明文を入力します。入力済みの説明のままでよければ変更しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「コースページに説明を表示する」 

チェックボックスのチェックを入れると説明文が表示されます。 

 

４．「エントリ」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・要承認 

この設定を Yes にした場合、すべての人が閲覧できる前に教師からエントリの

承認を受ける必要があります。 

・エントリへのコメントを許可する 

<<Yes>>にチェックを入れると設定ができます。<<Yes>>にチェックを入

れない場合制限はなしになります。 
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・完了のための必須エントリ数 

活動が完了したとみなされるまでに学生が送信する必要のあるエントリ数

です。 

・閲覧前に必要な入力エントリ数 

このデータベースエントリの閲覧が許可されるまでに参加者が登録する必

要のある入力エントリ数です。 

注意: 閲覧前にエントリが必要な場合、データベースオートリンクフィルタを

無効にしてください。データベースオートリンクフィルタではユーザにより

必要な入力エントリ数が送信されたかどうか判定することができません。 

・最大エントリ数 

参加者がこのデータベースに登録できる最大エントリ数です。 

 

５．「利用」をクリックしてデータベースの開始日時と終了日時を設定します。開始日時と終了日

時の<<Yes>>チェックボックスにチェックを入れて日時を指定します。 

他に閲覧開始日時と閲覧終了日時を別に設定できます。 

チェックを入れない場合は無期限になります。 
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６．「評価」をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価可能なパーミッション設定済みロール 

評価を送信するためには、ユーザは「moodle/rating:rate」ケイパビリテ

ィおよび活動個別のケイパビリティが必要です。ロールが割り当てられたユ

ーザはアイテムを評価することができます。このロールのリストは管理ブロ

ック内のパーミッションリンク経由で修正することができます。 

・総計タイプ 

総計タイプでは評点がどのように評定表内の最終評点の形に組み入れられ

るのか定義します。 

• 評点平均 - すべての評点の平均です。 

• 評価数 - 最終評点となる評定された項目数です。合計は活動の最大

評点を超えることができないことに留意してください。 

• 最大評点 - 最大評点が最終評点となります。 

• 最小評点 - 最小評点が最終評点となります。 

• 評点合計 - すべての評点が合計されます。合計は活動の最大評点を

超えることができないことに留意してください。 

「評価なし」が選択された場合、活動は評定表に表示されません。 
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・アイテムの評価をこの日付範囲内に限定する 

チェックボックスにチェックを入れると有効になります。 

 

７．「モジュール共通設定」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「可視性」 表示/非表示 

このデータベースを学生に表示するか非表示にするかを選びます。 

・「IDナンバー」 

通常は空にします。 

・「グループモード」 

学生をグループに分けてデータベースを見せる場合などに使います。通常は

「グループなし」にします。 

・「グルーピング」 

グループをさらにグループ分けする場合に使います。通常は「なし」にします。 
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 「データベース」のエントリーを追加する 

データベースでは、エントリーでデータを蓄積することで、閲覧できるようになります。 

１． コース画面から、作成したデータベース名をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．<<エントリを追加する>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 例として画像、テキスト入力、緯度経度を入力していきます。 
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４．画像ファイルをアップロードします。ファイルサイズは最大 500MBです。 

（コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

・ファイルをドラッグ＆ドロップする方法 

ファイルを選択する欄にエントリーしたい画像ファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・<<ファイル追加アイコン>>からアップロードする方法 

①<<ファイル選択>>アイコンをクリックします。 

②ファイルピッカが表示されるので<<ファイルをアップロードする>>をクリックしま

す。 

③ <<参照>>ボタンをクリックします。 

④ エントリーしたい画像ファイルを選びます。 

⑤ <<開く>>ボタンをクリックします。 

⑥ <<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

  

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 
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５． 画像の代替テキストを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．画像と一緒に表示するテキストを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 緯度と経度を「Degree形式」で入力します。例）緯度 34.7807262  

経度 135.6118531 

 

 

 

 

 

 

 

８．入力を終えたら、<<保存して表示する>>ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

  



4活動の作成  
4-8「データベース」の作成（旧バージョン対応です）  
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９．データベースの閲覧ができるようになりました。画像はクリックするとダウンロードします。

緯度/経度は、クリックすると googleマップで位置が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5動画や音声、画像を扱う  
5-1画像を貼りつける  
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 動画や音声、画像を扱う 

 

このようなボタン類が表示されている入力欄は、テキスト文章だけでなく、見出しを付けたり

リンクを貼ったり、写真や動画を貼りつけることができます。 

 

 
 

 

 

１．イメージ貼りつけアイコン       をクリックします。（上限は 500MByteです） 

 （コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

 

２．「イメージ属性」が表示されるので<<リポジトリを参照する>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より詳細な設定をするボタンを表示します。クリックすると下図のように変化します。 



5動画や音声、画像を扱う  
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３．ファイルピッカが表示されるので、<<ファイルのアップロード>>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．<<参照>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．アップロードするファイルの選択が表示されるので、アップロードするファイルをクリックし

て選びます。 

 

  



5動画や音声、画像を扱う  
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６．<<開く>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．<<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．必要に応じて「閲覧できない人に対して、このイメージを説明します。」を記入するか、「説明

は必須ではありません。」にチェックを入れます。 
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９．サイズを調整し、配置を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．<<イメージを保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。貼りつけられた写真をダブルクリッ 

クすることで再度サイズと配置の調整ができます。 
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１２．画像が表示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5動画や音声、画像を扱う  
5-2動画・音声を貼りつける  
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１．メディア貼りつけアイコン    をクリックします。（上限は 500MByteです） 

 （コースの設定で、最大アップロードサイズを 500MBにしている場合） 

 

２．「メディアを挿入する」が表示されるので<<ビデオ>>タグをクリックします。 

 

３．<<リポジトリを参照する>>をクリックします。 

 

４．ファイルピッカが表示されるので、<<ファイルのアップロード>>をクリックします。 
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５．<<参照>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．アップロードするファイルの選択が表示されるので、アップロードするファイルをクリックし

て選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．<<開く>>ボタンをクリックします。 
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８．<<このファイルをアップロードする>>ボタンをクリックします。 

 

９．<<メディアを挿入する>>ボタンをクリックします。 
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１０．動画のファイルネームが表示されました。<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

１１．動画が表示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



5動画や音声、画像を扱う  
5-3HTMLを利用する  
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画像の貼りつけも、動画・音声の貼りつけも、HTMLで行われています。 

試しに、画像を貼りつけた部分の HTMLを見てみます。 

 

１．画像を貼りつけたトピック内で   をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．さらにHTMLでの編集アイコン   をクリックします。 
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３．<p align="left"><img width="320" height="240" class="img-

responsive" role="presentation" style="margin: 0px 0.5em; vertical-

align: middle;" alt="" 

src="https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/draftfile.php/13956/us

er/draft/659032893/P1010621.JPG"><br></p>と HTMLで記述されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※HTMLを利用することで、表示位置や大きさなどを自由に設定できる他、 

  文字の大きさ、色、等も変更できます。詳しくはWEBなどにあるHTMLの 

   リファレンスなどを参考にしてください。 

  例）HTMLとは？－HTMLの基本 - HTMLクイックリファレンス 

http://www.htmq.com/htmlkihon/001.shtml 

   

   

  

http://www.htmq.com/htmlkihon/001.shtml
http://www.htmq.com/htmlkihon/001.shtml


6完了トラッキングを使う  
6-1完了トラッキングをONにする  
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 完了トラッキングを使う 

 

完了トラッキングを使うと、下図のように、各リソース、各活動に「あなたの進捗」という形でチ

ェックボックスが表示されます。リソースや活動を完了することでチェックがついていくため、

学生の進捗管理が容易になります。 

 

 

 

完了トラッキングのON/OFFはコース毎にできます。 

１．完了トラッキングをONにしたいコースに入ります。 

  

 

 

 



6完了トラッキングを使う  
6-1完了トラッキングをONにする  
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２．管理ブロックの「設定を編集する」をクリックします。 

  

 

３．完了トラッキングで、「完了トラッキングを有効にする」を YESにします。 

  

 

４．「保存して表示する」ボタンをクリックします。 

  

  



6完了トラッキングを使う  
6-2各リソースでの活動完了条件設定  
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１．どのように活動完了とするのかを決めます。各活動の設定画面で活動完了をクリックしま

す。 

  

２．「完了トラッキング」のプルダウンメニューから適切なものを選びます。 

  

・活動完了を表示しない 

活動完了のチェックボックスを表示させません。 

 ・ユーザが手動で活動を完了マークできる 

学生が自分の判断で完了をマークできます。 

 ・条件を満たした場合、活動完了を表示する 

条件を満たした場合に完了をマークします。 

 ※リソース「ラベル」では、「条件をみたした場合」 

 

３．「条件を満たした場合・・・」を選んだときの条件にチェックを入れます。 

 

 

４．期待される完了日を設定します。 

 6-5期待される完了日を設定した場合の表示で述べる、コース管理＞レポート＞活動完

了 での表示に影響します。 

 

 

 

  



6完了トラッキングを使う  
6-3各活動での活動完了条件設定  
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１．課題で「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

 

 ・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

 ・この活動を完了するには学生が評定される必要があります。 

この設定を有効にした場合、学生が評定された時点で活動が完了したとみ

なされます。活動の合格点が設定された場合、合格および不合格アイコンが

表示されます。 

 ・完了するには学生はこの活動を送信する必要があります。 

学生は課題の提出の送信が必要になります。 

 

２．フィードバックで「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

  

 ・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

 ・フィードバックが送信された場合、完了として表示する 

学生がフィードバックを送信した時点で活動完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

  



6完了トラッキングを使う  
6-3各活動での活動完了条件設定  
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３．小テストで「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

  

 ・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

 ・この活動を完了するには学生が評定される必要があります。 

この設定を有効にした場合、学生が評定された時点で活動が完了したとみ

なされます。活動の合格点が設定された場合、合格および不合格アイコンが

表示されます。 

 ・合格点を必要とする 

学生が合格点を取得した時点で活動完了となります。 

 ・または利用可能な受験すべてが完了した場合 

受験可能な回数が許可された回数に達した場合、活動完了となります。 

 

４．投票で「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

 

 ・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

 ・ユーザーが選択した場合、完了として表示する。 

学生がいずれかに投票した時点で活動完了となります。 

  



6完了トラッキングを使う  
6-3各活動での活動完了条件設定  
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５．チャットで「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

  
・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

 

６．ワークショップで「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

  

・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

・この活動を完了するには学生が評定される必要があります。 

この設定を有効にした場合、学生が評定された時点で活動が完了したとみ

なされます。活動の合格点が設定された場合、合格および不合格アイコンが

表示されます。 

 

７．データベースで「条件を満たした場合・・・」を選んだ時の設定内容 

   

・完了するには学生はこの活動を閲覧する必要があります。 

活動をクリックすることで閲覧したことになります。 

・この活動を完了するには学生が評定される必要があります。 

この設定を有効にした場合、学生が評定された時点で活動が完了したとみ

なされます。活動の合格点が設定された場合、合格および不合格アイコンが

表示されます。 

 ・必要エントリ 

ここで設定するエントリ数に達せば、完了したとみなされます。 

 



6完了トラッキングを使う  
6-4合格・不合格を設定した場合の表示  
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学生は活動を完了すると、下図のように表示されます。 

 

 

コース管理＞レポート＞活動完了とクリックしていくことで学生毎の進捗一覧を表示すること

ができます。期待される完了日を設定していると、その活動の期待される完了日が表示されて

います。この日を過ぎるとセルが赤くなり、分かり易く表示されます。 

  

活動完了、合格点到達 

活動完了、合格点設定なし 

活動完了、合格点未到達 

活動未完了 



7利用制限を使う  
7-1日時による制限  
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 利用制限を使う 

 

各活動、リソースの基本設定に「利用制限」という項目があります。これを使って、活動の実施

やリソースの掲載に条件を付けることができます。 

 

 

１．日時による制限を行えます。リソースのファイルを提示期間以外は隠す場合等に利用しま

す。「利用制限」をクリックします。 

 

 

２．「制限を追加する」ボタンをクリックします。 

 
 

  



7利用制限を使う  
7-1日時による制限  
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３．日付ボタンをクリックします。 

 

４．開始日時を設定します。 

 

 

５．条件を追加するボタンをクリックして、終了日を設定します。 

 

 

６．設定が終了したら「保存してコースに戻る」ボタンをクリックします。 



7利用制限を使う  
7-2課題の取得点数により受験できる小テスト  
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７．ファイルが、指定の期間外での閲覧、ダウンロードができなくなりました。 

 

 

 

１．各活動の取得点数によって、受験可能な小テストを作成できます。 

あらかじめ課題と小テストを作成しておきます。 

 

 

２．小テストの方の「編集」をクリックします。 

  

  



7利用制限を使う  
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３．「設定を編集する」をクリックします。 

  

 

４．「利用制限」をクリックします。 

 

 

５．「制限を追加する」ボタンをクリックします。 

  



7利用制限を使う  
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６．「評点」ボタンをクリックします。 

  

７．「合致する必要がある」を選びます。（目的に応じて「合致しない必要がある」を選びます） 

  

８．評点の項目から、判断の対象となる活動を選びます。 

  

９．評点≧の項目で、50%を設定します。 

  
 事前課題で、50%の評点以下の学生には受験できない小テストを設定しました。 

  



7利用制限を使う  
7-2課題の取得点数により受験できる小テスト  
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１０．「変更を保存してコースに戻る」ボタンをクリックします。 

  

１１．事前課題で評点 50%以上でないと受験できない小テストができました。 

  

  



7利用制限を使う  
7-3その他の条件  
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１．ユーザープロファイル 

 ユーザーの名前や ID、メールアドレスなどで制限することができます。 

  

２．活動完了 

 完了トラッキングでの学生の完了の状態により制限することができます。 

  

 

３．制限セット 

 複数の制限をネスト設定できます。 

 図は、摂南花子という学生が事前課題で 50%以上でないと実施できないという設定 

です。 

  

  



8作成したコースを学生に通知する  
7-3その他の条件  
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 作成したコースを学生に通知する 

 

作成したコースを学生に通知します。 

 

１．学生に通知したいコースに移動して、コースページのURLを控えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 控えたURLを提示画面やプロジェクターを使って直接学生に伝えます。 

 

 URLをQRコードに変換すれば、学生はスマートフォンで直接アクセスすることができま

す。 

 

QRコード作成サイト（参考） 

・QRのススメ：https://qr.quel.jp/ 

・CMAN：https://www.cman.jp/QRcode/ 

 

※URLは以下のように、最後の IDだけが異なります。 

 https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=328 

 https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=160 

 

※QRコードの一例 

 

 

 

 

https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=328 

https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=160 

 

https://qr.quel.jp/
https://www.cman.jp/QRcode/
https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=328
https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=160
https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=328
https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=160


8作成したコースを学生に通知する  
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 長いURLを短縮すれば、ホームページや印刷物へのレイアウトが容易になります。 

 

短縮URL作成サイト（参考） 

・Google URL Shortener：https://goo.gl/ 

例） 

https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=32

8 

 

https://goo.gl/ZHQ92T 

  

https://goo.gl/
https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=328
https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/course/view.php?id=328
https://goo.gl/ZHQ92T


9評定表  
9-1評定表を表示する  
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 評定表 

 

 

１．評定を表示したいコースに入って、ナビゲーションブロックの現在のコース下の<<評定>>

をクリックします。 

 

 

２．ユーザー一覧と評定可能な活動の一覧が表示されます。 

 評定可能な活動は、小テストや課題などの評点の設定ができるもののみです。 

 
  



9評定表  
9-2統計方法を変更する  
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１．評定画面上部のプルダウンメニューから<<評定表セットアップ>>をクリックします。 

 

２． コース名横の編集をクリックして表示されるメニューから<<設定を編集する>>

を選びます。 

 

  



9評定表  
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３．評定カテゴリの<<統計>>のプルダウンメニューから統計方法を選びます。 

 デフォルトでは「評点の単純加重平均値」が設定されています。 

  

・評点の平均値 

すべての評点の合計が評点の合計数で除算されます。 

例）A1 70/100, A2 20/80, A3 10/10, カテゴリ最大 100: 

(0.7 + 0.25 + 1.0)/3 = 0.65 --> 65/100  

・評点の加重平均値 

それぞれの評定項目は加重することができ、全体平均における各評定項目の

重要性に影響を与えるため、算術平均の総計に使用されます。 

例）A1 70/100 加重 10, A2 20/80 加重 5, A3 10/10 加重 3, カテ

ゴリ最大 100: 

(0.7*10 + 0.25*5 + 1.0*3)/18 = 0.625 --> 62.5/100  

・評点の単純加重平均値 

「評点の加重平均値」との違いは、加重が各評定項目の「最大評点 - 最小評点」

として計算される点です。100点の割り当てでは加重 100、10点の割り当て

では加重 10とされます。 

例）A1 70/100, A2 20/80, A3 10/10, カテゴリ最大 100: 

(0.7*100 + 0.25*80 + 1.0*10)/190 = 0.526 --> 52.6/100  

・評点の平均値 (追加点扱い) 

修正を加えた算術平均です。古く、現在はサポートされていない活動に下位互

換を目的としてのみ提供される総計方法です。 

・評点の中央値 
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中央値 (または中央にある 2つの評点の平均) は、大きさの順に評点を並べ

替える時点で使用されます。平均値に対して有利な点は、異常値 (平均から極

めて懸け離れている評点) に影響されないことです。 

例）A1 70/100, A2 20/80, A3 10/10, カテゴリ最大 100: 

median(0.7 ; 0.25 ; 1.0) = 0.7 --> 70/100  

・評点の最小値 

計算結果は、正規化の後の最小評点です。通常、「空白ではない評点のみ総計

する」との組み合わせて使用されます。 

例）A1 70/100, A2 20/80, A3 10/10, カテゴリ最大 100: 

min(0.7 ; 0.25 ; 1.0) = 0.25 --> 25/100  

・評点の最大値 

計算結果は、正規化の後の最大評点です。 

例）A1 70/100, A2 20/80, A3 10/10, カテゴリ最大 100: 

max(0.7 ; 0.25 ; 1.0) = 1.0 --> 100/100  

・評点の最頻値 

最頻値は、最も頻繁に発生する評点です。多くの場合、数値以外の評点に使用

されます。平均値に対して有利な点は、異常値 (平均から極めて懸け離れてい

る評点) に影響されないことです。しかし、1つ以上の最頻値がある場合 (1

つのみ保持されます)、評点がそれぞれに異なる場合、その意味を失います。 

例）A1 70/100, A2 35/50, A3 20/80, A4 10/10, A5 7/10 カテゴ

リ最大 100: 

mode(0.7 ; 0.7 ; 0.25 ; 1.0 ; 0.7) = 0.7 --> 70/100  

・評点の合計 

すべての評点の合計値です。評点の尺度は無視されます。評点を内部的にパー

センテージに変換 (正規化) しない唯一のタイプです。カテゴリ項目に関連す

る最大評点は、すべての総計項目の最大合計として自動的に計算されます。 

例）A1 70/100, A2 20/80, A3 10/10: 

70 + 20 + 10 = 100/190  
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4．<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

 

５．画面上部のプルダウンメニューから「評定者レポート」をクリックします。 
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６．統計方法が変更されました。 
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評定表には表示されない「フィードバック（アンケート）」や「チャット」、他にもMoodle以外で

行ったテストや評点をつけるべき活動の評定を管理できます。 

 

１．評定画面上部のプルダウンメニューから<<評定表セットアップ>>をクリックします。 

 

 

２．画面下部にある<<評点項目を追加する>>ボタンをクリックします。 
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３．評定項目として必要な情報を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項目名 

この項目の名前をつけます。 

・評定タイプ 

４つの中から評定タイプを決めます。 

    なし：評定不可 

    値 ：最大および最小の数値 

    尺度：リスト内の項目 

    テキスト：フィードバックのみ 

・評価尺度 

評定タイプ「尺度」を選んだときの評価尺度を指定します。 

評価尺度を使用しない 

分類・関連認識 

・最大評点 

評定タイプ「値」を選んだときの最大評点を指定します。 

・最小評点 

評定タイプ「値」を選んだときの最小評点を指定します。 

・隠す 

これにチェックを入れると学生から評定を隠します。 

・ロック 

これにチェックを入れると関連する活動の評定が自動更新されないようにな

ります。 
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４．評定項目に新しい項目が増えました。 

 

 

５．「評定者レポート」にも反映されています。 
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６．編集モードをクリックします。 

 
 

７．各評定項目に手動で点数をつけることができます。追加した評定項目の空欄に点数を

 入力して、<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 
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８．各項目の<<歯車アイコン >>をクリックしてコメントも付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．フィードバックにコメントを入力して、<<変更を保存する>>ボタンをクリックしま す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他の活動の点数やコメントを編集する場合、元々の活動の画面での評点やコメ

 ントの変更は評定表に反映されません（評定表での変更が優先されます）。 
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１０．評定表を学生が見ると図のように表示されます。 
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評定表をエクスポートして保存できます。 

 

１．評定画面上部のプルダウンメニューから「エクスポート」の中の<<Excelスプレッド シー

ト>>をクリックします。 

 

  



9評定表  
9-4評定表のエクスポート  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

326 

２．必要があれば「エクスポートにフィードバックを含む」チェックボックスにチェック 

を入れて、<<ダウンロード>>ボタンをクリックします。 

 

 

３．保存されたエクセルファイルを開くと、図のようになります。 
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 コース・トピックの非表示化や削除 

 

 

１．隠したい活動やリソース、トピックがあるコースを表示して 

<<編集モードの開始>>ボタンをクリックします。 

 

２．①隠したい活動やリソースで<<編集>>をクリックします。 

②メニューで<<非表示>>をクリックします。 

 

  

③  

②  
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３．隠している活動やリソースは文字がグレーで表示されます。また、「学生から秘匿」とい

うアイコンが表示されます。 

 

 

学生からは見えなくなります。 
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４． トピックを隠すには 

① 隠したいトピックで<<編集>>をクリックします。 

② メニューで<<トピックを隠す>>をクリックします。 

 

 

５．隠しているトピックは全体がグレーになります。 

 

  

②  

①  
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学生からは「利用できません」というアイコンが表示されます。 
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１．削除したい活動やリソース、トピックがあるコースを表示して<<編集モードの開始>>ボタ

ンをクリックします。 

 

２． 削除したい活動やリソースで 

① <<編集>>をクリックして、 

② メニューで<<削除>>をクリックします。 

 

※公開後の活動の削除には、登録済み学生への影響があります。 

なるべく表示を隠すようにしてください。 

②  

①  
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３．確認ダイアログで課題名を確認して、<<Yes>>ボタンをクリックします。 

 

 

４．トピックを削除します。 

①トピック名の<<編集アイコン>>をクリックします。 

③ トピックを削除するをクリックします。 
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５．確認ダイアログで課題名を確認して、<<Yes>>ボタンをクリックします。

 

※コースは削除できませんが「コースカテゴリ」を「ごみ箱」にすることで 「ごみ箱」に入れ

ることができます。 

※コースを「ごみ箱」に移す方法は「コースをごみ箱に移す」で説明します。 
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コースをリセットすることで利用済みのコースを次年度にそのまま再利用できます。 

 

 

 

 

 

 

１．コース概要からリセットしたいコースを開きます。  

 

 

２．管理ブロックの中の<<リセット>>をクリックします。 

  

※公開中のコースはリセットしないでください。 

 公開中のコースをリセットすると、登録された学生情報が削除される他、フ 

ィードバックや小テストなどで、既に進行している回答データや受験記録が 

削除されます。 
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３．<<デフォルトを選択する>>ボタンをクリックします。 

 

 ※<<デフォルトを選択する>>では登録していた学生情報、各活動に送信された 

   回答、提出物が選択されます。回答内容や提出物が必要になる場合は、あら 

かじめダウンロードしておいてください。 

 

4．<<コースをリセットする>>ボタンをクリックします。 
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5．リセットされた内容が表示されます。<<続ける>>ボタンをクリックします。 
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6．コース画面に戻りました。コースの開講期間や各活動のタイミングを設定し、新たな 

学生を登録して利用してください。 
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コースを複製できます。 

 

 

 

 

 

 

１．複製を行うための新しいコースを作成します。 

コースの作り方は「コース作成」で説明しています。 

複製後のコースは新しく作った「コース名」と「コース省略名」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．複製を行うために作成したコースを表示して、「管理ブロック」の<<インポート>>をクリッ

クします。 

 

 

  

※同じコース省略名での複製はできません。 

 「コース省略名」は他のコースとの重複ができないため、同名のコースを作ろうとし

ても エラーになってしまいます。元のコースの「コース省略名」を変えるか、別の「コ

ース省略名」で リストアしてください。 

※複製後の「コース名」は 
 ここで入力した「コース名」と省略名になります。 
 「コース省略名」は他のコースと重複ができません。 
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３． 複製元のコースを検索します。 

検索欄で複製したいコース名を入力して<<検索>>ボタンをクリックします。 

 

 

４．複製したいコース名にチェックを入れて<<続ける>>ボタンをクリックします。 
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７．バックアップ設定、スキーマ設定内容、確認およびレビュー内容を確認してそれぞれ<<次

へ>>ボタンをクリックします。最後に<<インポートを実行する>>ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．インポートが終了したら<<続ける>>ボタンをクリックします。 

 

 



10コース・トピックの非表示化や削除  
10-4コースを複製する  

 
摂南大学Moodle利用マニュアル                        摂南大学情報メディアセンター 

 

341 

９．コースがインポートされ複製ができました。協力教員、学生を再登録して、活動やリソースの

内容、公開期間などを調整してご利用ください。 
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しばらく使わなかったり、必要がなくなったコースをゴミ箱に移動します。 

 

 

 

 

※「ごみ箱」の中のコースは情報メディアセンターにて半期末毎に削除します。 

※「ごみ箱」の中のコースは Moodle システムの容量逼迫などの理由で随時削除すると

きがあります。 

１．コース概要から「ごみ箱」に移したいコースを開きます。 

 

 

２．左下「管理ブロック」の<<設定を編集する>>をクリックします。 

 

  

※公開中のコースはゴミ箱に移さないでください。 
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３．「コース可視性」のプルダウンメニューから<<非表示>>をクリックします。 

 

４．①「コースカテゴリ」のプルダウンメニューから<<摂南大学/ごみ箱>>をクリックします。 

②<<保存して表示する>>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  

②  
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５．カテゴリがごみ箱になっていることが確認できました。 
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ごみ箱に入れたコースは、削除されていなければ元に戻すことができます。 

※「ごみ箱」の中のコースは情報メディアセンターにて半期末毎に削除します。 

※「ごみ箱」の中のコースは Moodle システムの容量逼迫などの理由で随時削除すると

きがあります。 

１．「ナビゲーションブロック」の<<コース>>をクリックします。 

 

２．<<摂南大学>>をクリックして、<<ごみ箱>>をクリックします。 

 
  

① 

② 
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３．<<コースを管理する>>ボタンをクリックします。 

 
 

４．<<摂南大学>>をクリックして、<<ごみ箱>>をクリックします。 

 

  

① 

② 
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５．<<元に戻したいコース名>>の横にある<<編集アイコン>>をクリックします。 

自身のコース以外も表示されますが、コース作成ロールのないコースには  

<<編集アイコン>>が表示されません。 

 

 

６．「コースカテゴリ」のプルダウンメニューから<<コースを元に戻したいキャンパス名>>を

クリックして<<変更を保存する>>ボタンをクリックします。 

 

  

① 

② 
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７．ごみ箱の表示が消え、コースが元に戻っていることが確認できました。 

コースをリセットして、協力教員、学生を再登録して、活動やリソースの内容、公開期間など

を調整してご利用ください。 

コースのリセットの方法は「コースをリセットする」で説明しています。 
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